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第１回定例会会議録 

 

平成２８年 ３月 ７日（月） 

開  議  午前１０時００分 

 

〇議長（古越 弘君） おはようございます。これより、休会中の本会議を再開いたします。 

 ただいまの出席議員は、１３名であります。 

 五味髙明議員、所用のため欠席する旨の届け出がありました。 

 理事者側では全員の出席であります。 

 直ちに、本日の会議を開きます。 

 

－－－日程第１ 一般質問－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程に従い、これより一般通告質問を行います。 

 順次発言を許可します。  

 

 頁 通告番号  氏   名     件       名 

１１２   １ 池 田 健一郎 将来を見据えた町づくりとは 

１２７   ２ 池 田 る み 
認知症の早期発見と支援・対策について 

新役場庁舎建設について 

１４７   ３ 小井土 哲 雄 企業誘致に関わる町長の姿勢について 

１６４   ４ 市 村 千恵子 

新年度実施予定の事業内容は 

『グリーンベルト』の設置で歩行者の安

全対策を 

１７６   ５ 井 田 理 恵 

平成２８年度当初予算について 

行方不明者捜索・徘徊者見守りへの有機

的支援策は 

Ｇ７交通大臣会合への当町の機運は 

 

 通告１番、池田健一郎議員の質問を許可します。 

 池田健一郎議員。 
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（１３番 池田健一郎君 登壇） 

〇１３番（池田健一郎君） 改めて、おはようございます。 

 通告番号１番、議席番号１３番、池田健一郎です。 

 通告に従って、質問を進めてまいりたいと思います。 

 今年は年が改まって、暖かい日が続いて、また１年通して暖かい日かななんて思

っておりましたけれども、１月の下旬から大雪や寒波に見舞われて例年どおりの日

となっております。最近は暖かかったり寒かったり、体調維持に大変な季節になっ

ているとそんなふうに思っております。 

 思えば、５年前の３月１１日、私たちもこの議場において東日本の大震災による

大きな揺れを体験したところです。警視庁の調べでは、平成２８年２月１０日に発

表された東日本大震災の死者の数は１万５千８９４人、行方不明の方がいまだ

２，５６２人とあり、大変多くの尊い命が奪われました。 

 また、福島の放射能漏れに伴う復旧、復興が進まず、苦難に耐えておられる方々

に対して心よりお見舞い申し上げるとともに１日も早い復旧、復興を願うものであ

ります。 

 また、先月末の行方不明のお年寄りの捜査に当たって、地元の区民の皆さんを始

め、消防団、警察の皆さん、幾日にもわたっての捜索活動、本当にご苦労さまでし

た。残念なことにいまだにその無事が確認されておりません。１日も早く発見され

ますことをお祈りいたします。 

 さて、本題に入ります。町長は昨年３月に３期目の就任時に、将来に向けて町の

経済の底力をつけるときと抱負を語っておられました。町長は平成の大合併時に、

自立の道を選びまして歩み出して１０年余が過ぎましたけれども、諸先輩方と町民

及び行政が一丸となって自律推進計画を進めた結果、計画に沿ったよい結果が得ら

れておる、大変喜ばしいことだと思っております。しかし、町内には何となくこれ

でいいのだろうかと、こういったこのままで行っていいのかといった閉塞感を感じ

ている方がいらっしゃいますし、私もそのとおりだと思っております。 

 社名に町の名前をつけて、町民に親しまれて５４年の企業が町外に移転をするこ

とや、町内で大きく育ってきた農業法人が町外にシフトを移すなど、このままでは

町が大きく取り残されてしまうのではないかと、こんなことが危惧されるわけであ

ります。このような状況の中ではありますけれども、先にメルシャン跡地の利用計
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画が進んでおり、上場会社の誘致が詰めの段階に来ていると聞いております。町長

は今後の企業誘致に対してどのような考え方を持って、考えをベースにして進めよ

うとされておるのか、まずこの基本的な考えについてお聞きしたいと思います。 

〇議長（古越 弘君） 茂木祐司町長。 

（町長 茂木祐司君 登壇） 

〇町長（茂木祐司君） お答えをさせていただきます。 

 今の質問は新年度予算には関係ない話でよろしいですか。 

〇１３番（池田健一郎君） はい。 

〇町長（茂木祐司君） では、私ども新年度、取り組みを始めていくわけですけれども、

御代田町といたしましては本年、地方創生元年と位置づけまして、人口増加対策、

産業経済の振興による地域活性化など町の底力をつけるための取り組みを始めて

まいります。 

 私が町長に就任以来言い続けてきたことは、住んでみたくなる魅力あるまちづく

りということを基本にして、豊かな自然環境のもとで暮らしやすい町ということで

すが、これが大目標として掲げさせていただいております。 

 地方創生との関係でこのまちづくりの柱ということを申し上げるとしましたら、

１つとして力強い地域経済のまち、２つとして子育てしやすいまち、３つとして健

康で安心して暮らせるまちということになります。 

 移住、定住対策や、企業誘致などを進めるためには今後は町外、特に首都圏に目

を向けて都市の自治体や企業などとの友好な関係を粘り強く広げていくというこ

とが重要だというふうに考えております。以上です。 

〇議長（古越 弘君） 池田健一郎議員。 

〇１３番（池田健一郎君） 今年度の予算書を見させていただきまして、非常に大きな大

型な予算が今年は組まれております。これは１つには、町民税、固定資産税の増加

が重厚になっておりますけれども、庁舎の整備計画、整備事業に関わる事業債の発

行代やら、繰入金等が１８億近く入っておって、この率で２９．８％の予算増とい

うふうになっております。 

 そこで、ここでお聞きしたいのですが、大型予算が組まれた内容が、庁舎建設が

ほとんどのことであって、そのほかに先ほども町長がいろいろ細々おっしゃられた

将来のまちづくりについてのこの町の予算、これがどのようにここの予算の中に盛



 

１１４ 

り込まれているのか、なかなか見えない予算書になっていると思っています。 

 また、新聞でもこの御代田町は新たに企業誘致に向けて町内に用地を取得した企

業に１億円を限度として補助する、あるいは企業進出した企業で、町内で新たに雇

用をした場合には１人当たりに３０万の補助をする、こういった大きな数字をここ

では発表されていますけれども、予算の関係ではそういったものがさっぱり見えな

いのですけれども、議会に対してもそのあとに新聞報道をされているいろいろな補

助の金額をいくらいくら出しますよということに対して、我々も知らないところで

このような発表がされておるわけですけれども、これがなぜこのように予算編成が

数字として編成上出てこないのに公にこういったものが公表されていくのか、この

辺についてもちょっとお聞きします。 

〇議長（古越 弘君） 茂木祐司町長。 

〇町長（茂木祐司君） お答えいたします。 

 この間の議会招集あいさつの中で、町として地方創生の取り組みをどのように進

めていくかという中で、どういう方向で何を検討していくのか、内容についてはま

だ決定ではなくてそういう方向で今調整をしているということとして新聞で取材

があったということであります。 

 私どもが今進めている事業、新年度予算、予算としてついているものもあれば、

取り組んでいく方向性というものもあります。新年度予算では、予算規模としては

一番大きなものが役場庁舎、新庁舎の建設に今年度１８億３，１７７万円を計上し

ております。今後のスケジュールとしましては、現在実施中の蒸留施設の倉庫等の

解体工事を３月３１日工期としておりまして、４月から７月ごろまで造成工事を実

施し、庁舎本体の発注を８月ごろ予定していくということであります。 

 本体工事は１５カ月の工期を予定しておりまして、平成２９年１１月ごろの完成

を予定しているところであります。 

 また、新庁舎の建設にあわせまして、周辺道路の整備ということについても進め

てまいります。 

 次に、大きなものとしては、東原児童館の建て替えですけれども、これは今月完

成します。大林児童館の増築と連動した事業となっております。これまで小学校３

年生までしか受け入れができない現状を改善して、町内２つの児童館の施設を充実

させることによって小学校６年生までの受け入れができることになります。 
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 子育て世帯や共働き家族などが安心して働くことができる環境を整えてまいり

ます。 

 あわせて、今年度、新年度の中で検討作業を進めていくのが町の独自の子育て支

援として、第２子、２番目のお子さん、３番目のお子さんに対する保育料の軽減策

を新年度の中では検討作業を進めてまいります。 

 また、雪窓保育園の大規模改修も来年度行いまして、保育環境を充実させてまい

ります。 

 大きな事業としては、更に現在佐久市、軽井沢町、立科町と共同で進めている新

クリーンセンターの建設に向けた事業につきましては、取り組みを始めてから５年

の歳月が経過しております。近々組合と、佐久市、平根地区、また組合と御代田町

の地元となります面替区との間で、建設同意に当たる地区協定書の調印式が行われ

る運びとなっております。いよいよ建設に向けて大きな一歩を踏み出すところまで

到達することができました。こうした内容を進めております。 

 このごみ焼却場の建設につきましては、特に地元となった面替周辺の地域からは

自然環境が壊されないかとか安全な施設なのかというようなさまざまな疑問や心

配なことがあり、心を痛めてこられたわけですけれども、こうした中でもごみ焼却

場の必要性をご理解いただき、将来に向けた町の安定的なごみ処理に加えて、佐久

地域の安定的なごみ処理に深いご理解をいただきました。面替区をはじめとする関

係者の皆様に心より感謝を申し上げる次第であります。 

 新年度に進める重要な事業としましては、メルシャン跡地の活用ということがあ

ります。役場庁舎の建設は総面積の３分の１ですから、３分の２は企業を誘致して

有効な活用を進めなければなりません。 

 町が有力な誘致企業として交渉を始めておりますのは、上場企業として写真関連

では国内最大手のアマナグループですけれども、前回の議会の中で議員の皆様にも

プレゼンテーションをさせていただきましたように、アマナグループとしては美術

館を活用した写真のミュージアムや、町全体を巻き込んでの写真フェスティバルの

事業に強い意欲をお持ちであり、なおかつエコールみよたとも一体になった文化活

動の拠点として期待できるものです。この事業の実現に向けて全力を尽くしたいと

いうふうに思っています。 

 また、新年度に町が進める企業誘致に向けた取り組みにつきましては、長野県の
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東京事務所に町職員を派遣するなど、組織体制を整えるほか、企業誘致のための土

地の確保や企業に対する新たな支援策の拡充を検討しております。 

 その中には、先ほどご指摘のように新たな用地を取得した企業に対する補助とし

て、１件の上限額を１億円程度の規模で現在これは調整しているということであり

ますので、調整が整ったところで明確にしていくということであります。 

 あわせまして、移住、定住対策ということで、新聞にも載りましたように新幹線

を利用して通勤、通学する際の定期券の購入に対する補助、通勤のため車で御代田

町から新幹線駅の駐車場を利用する方への駐車場利用料に対する補助など、また住

宅取得に対する補助や、そうした人口増加に向けた移住、定住対策を総合的に検討

し、早期に実施するよう検討作業を進めているところでもあります。 

 また、新年度で進めなければならない大きなテーマとしては、この企業を誘致す

るためにも人口を増やすためにも安全なまちづくりということが基本になるもの

です。とりわけ浅間山の防災対策は緊急の課題となっています。 

 浅間山の融雪型火山泥流は山腹に５０センチの積雪で、中規模噴火が発生した場

合を想定したハザードマップが作成されているところです。 

 町民の皆様の安全、安心の確保、更には企業が安心して活動できる場の提供を行

っていかなければなりません。 

 ハード事業は町で行える規模の工事ではありませんので、国土交通省が現在計画

し、推進している砂防堰堤の建設など、減災対策事業の早期実現をお願いするとと

もに町としても可能な限りの支援を行ってまいりたいというふうに思っています。 

 以上、町として新年度進めてまいります、予算に計上されているものもあります

が、そうではなくて解決していかなければならないそうした事業を中心に進めてい

きたいとこのように考えているところです。以上です。 

〇議長（古越 弘君） 池田健一郎議員。 

〇１３番（池田健一郎君） 町長のあいさつの中で大分町の方向性といいますか、これか

らやらなくてはいけないことだとか言っていることも大分述べていただいてあり

ます。 

 ただ、この先ほどもちょっと話がありましたけれども、企業誘致を積極的に進め

るに当たって、今まで当町には工場団地の用地がもうないのだということを我々は

いつも説明を受けてきました。先日、(株)ミネベア東京本部に伺いまして、貝沼社
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長と懇談させていただいたときにも話がありました。軽井沢工場はマザー工場とし

ての重要性には変わりないのだというお答えをいただいております。今後どうした

ら、また同社に匹敵するような大きな会社が当町に出てきていただくためには、そ

ういった用地の準備というものがどうしても必要ではないかと思うのですけれど

も、その辺について現在どのようなお考えをお持ちなのかお聞きします。 

〇議長（古越 弘君） 茂木祐司町長。 

〇町長（茂木祐司君） お答えいたします。 

 先ごろミネベアの東京事務所をお尋ねして、貝沼社長ともお会いして議会の皆さ

んと一緒に懇談をさせていただいた中で、私がミネベアの社長とお会いする目的は

ミネベアが大手のミツミ電機と合併、統合していくと大きな出来事がありまして、

町としまして、ミネベアとミツミ電機が統合した場合に新たな事業展開を考えてお

られるのであれば町としても土地の確保というものを積極的に進めたいという、そ

うした思いで行かせていただきました。 

 現在町としましては、やまゆり工業団地が現在これはシチズンが買い取っていた

だいたものですけれども、これもシチズンとしては販売していきたいというこれも

１つの誘致の土地として考えられますけれども、あわせて計画当時に買収できなか

った続きの大きな土地がありますけれども、それにつきまして交渉を土地開発公社

で取得するという方向で現在地権者の方と交渉を始めているところであります。 

 こうした形で用地を確保できれば、ある程度の用地の確保ができたとみることが

できると思いますし、いずれにしても企業誘致する場合にはもう土地がなければ商

売にならないというか交渉にも何もなりませんので、新たなやはり工場誘致のため

の土地の確保ということについては、引き続き検討していく必要があるかというふ

うに思っています。以上です。 

〇議長（古越 弘君） 池田健一郎議員。 

〇１３番（池田健一郎君） 御代田町にはそんなに大して広い、あいている土地、あいて

いるという言い方は失礼ですけれども、ないわけですよね。それで、招集のあいさ

つの中でシチズンマニュファクチャリングが町外移転は火山泥流が理由だと、こん

なふうにはっきり言われておりました。それが本当であるのかどうかというのはと

もかくとして、それ以前にこういった会社が見切りをつけるというようなことに対

して行政の対応に何か問題がなかったのか、この点についてもちょっと具体的にま
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ず我々は十分やったよと、でもこうなっちゃったのだよ、結果こうなっちゃったの

だよということであれば、皆さんにその旨を報告していただきたいと思います。 

〇議長（古越 弘君） 土屋企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇） 

〇企画財政課長（土屋和明君） シチズンマニュファクチャリングが隣の佐久市へ転出す

るというお話をいただいたのは、町側としますともう既にそれは完全に決定したと

いう状況で同社から連絡をいただいたもので、本当に寝耳に水の話でございますの

で何かそれに向けて対処できたかというとちょっと行政としては難しい部分があ

るのではないかと思っております。以上です。 

〇議長（古越 弘君） 池田健一郎議員。 

〇１３番（池田健一郎君） 今の質問は、質問のあれから外れているみたいな話が出てい

ますけれども、これは町の将来、これから力をつけていくためにはそういった行政

の土地を確保する、そして企業を誘致する、それは非常に大事な１つだと思うので、

これはちょっと一般質問の質問の趣旨に外れているよというような感覚で聞いて

いってもらったら困るような気がするのですけれどもね。 

 これは外れてはだめだという話がありますが、外れていると私は思っておりませ

ん。こうした行政の対応の仕方によって、これから我々が前からあれしていたその

火山泥流対応なんていうのもそのままになってなかなか前へ進んでいない。こうい

う状態を見ても、もう少し町は行政の面で誘致の方法をしっかり取り組んでいって

ほしいなとこんなふうにも思っています。 

 企業の誘致に当たっては、大企業だけがターゲットではなくて、小さな零細、あ

るいは中小の企業、工業も対象にした考え方を持っていっていただかなくてはいけ

ないなとこんなふうに思うわけです。 

 これから事業展開あるいは企業を御代田でやろうとする人たちに対して、またそ

ういう企業に対して御代田に来ていただきたいなと、御代田で仕事をしたいなと思

ってもらえるような特典、こういったものも用意する必要があろうかと思うのです。

例えば、税での優遇策をとるとか、それからインフラ整備のための資金補助等をす

るとか、国、県の行っている補助事業の積極的なサポート等で中には直接資金、町

が直接資金提供などをしなくてもできる事業があるかと思います。 

 こうした点で、３月に町では新しい課をつくって、新しいまちづくりにこれは向
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かっていくのだというふうなことを町長の方から発案されております。この新しい

課、あるいは係の増設がどのように進んでおるのかをお聞きします。 

〇議長（古越 弘君） 茂木祐司町長。 

〇町長（茂木祐司君） すみません、お答えいたしますけれども、その前に先ほどのシチ

ズンマニュファクチャリングの移転の問題につきましては、企画財政課長がお答え

したとおりで、私どもとしてはグループの決定ということで伝えられたということ

でありまして、その時点では確かに何も対応はできる状況にもなかったというのは

現実であります。 

 私どもとしては、その後の経験から、教訓からシチズンのグループに対しても今

現在ある企業に対してもいかに町として、町に引き続き経済活動をしていただくよ

うにいろいろなことで便宜を図ったり、シチズンからのご要望にも応えられるよう

な対応もしてきております。それはやまゆり工業団地でシチズンが当時シメオ精密

のときに購入した土地の、これをシチズンとしては売却したいというお話があり、

それについても町として協力をさせていただいております。そうした対応はその後

丁寧にさせていただいております。 

 もう一点、融雪型火山泥流というお話がありましたけれども、これにつきまして

は、国土交通省利根川砂防事務所に対して砂防堰堤の建設を早急に進めてほしいと

いう、こういうことを要望させていただいておりますが、最近の説明では砂防堰堤

の建設に向けて国有林の中の樹木の伐採その他を大規模に進めて、その砂防堰堤の

建設に向けた準備を進めているということでありまして、私どもが何か何もやって

いないというようなご指摘ですけれども、そうではなくてこの件については町の重

要事項として取り組んでいる。ただ、これは国が進めている事業ですので、私ども

としてはいかに事業に対して協力していくのかという姿勢でこの点については国

の動きも注視しながら取り組んでいるということでご理解いただきたいというふ

うに思います。 

〇議長（古越 弘君） 尾台総務課長。 

（総務課長 尾台清注君 登壇） 

〇総務課長（尾台清注君） それと池田議員の荻原社長の件ですけれども、荻原社長は御

代田を撤退するときにははっきりと融雪型火山泥流がというコメントを残されて

おります。先ごろ信濃毎日新聞にも出ておりますけれども、そのときにはそのこと
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は消えています。老朽化施設をと、更新するという形でご発言いただいています。

その間にはそれなりの行動をして正しく説明をさせていただきました。ほかのとこ

ろの会社もそうでございます。 

 町長が話したように融雪型火山泥流については、国土交通省事業に入るために防

災減災のためにハザードマップをつくってございます。浅間山に住んでご存じの方、

全員そのとおりだと思うのですけれども、浅間山の噴火はどこから噴火するか実際

はわかりません。リスクとして残っているのは間違いございませんけれども、それ

を理由にこれからも撤退されるということは非常に御代田町にとっては工場だけ

ではございません。住む人間の安全、安心を守るということが一番大事だと私は防

災担当の課長として思っておりますので、その辺のところは間違いなく町としても

対応してきたということの中で荻原社長の発言が変わってきているということも

ご理解いただければと思います。 

 また、組織的にはこれからつくってまいりますけれども、これからの今の人事異

動の関係もございますので、検討した中で行う。また、既に東京事務所に１人係長

級職員を出すことと決まってございます。先般その人間とも東京に行ってまいりま

して、どのような行動をするか、各省庁担当にもなりますけれども、今までは省庁

の担当として１カ所でございましたけれども、そのほかにもう１カ所ご希望のとこ

ろがあればというお話も県の方からいただいておりますので、それも対応の１つと

認識しております。 

 以上です。 

〇議長（古越 弘君） 池田健一郎議員。 

〇１３番（池田健一郎君） 今の課長の説明で公式に文書で皆に知らされた融雪型泥流の

ためにシチズンは町内から出て行くのだよというのは、前、口頭ではありましたけ

れども、正式に文書で出たのがこの町長の招集のあいさつのときが初めてです。そ

れは間違いないですね。 

〇議長（古越 弘君） 尾台総務課長。 

〇総務課長（尾台清注君） 申し上げましたとおり、信濃毎日新聞の報道でもほかの新聞

でも報道として出ております。これは間違いございません。 

〇議長（古越 弘君） 池田健一郎議員。 

〇１３番（池田健一郎君） 町側が発表した正式なものはこれが初めてですねということ
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を確認をしたのです。したがって、それまで我々はこの違う理由で町から出て行か

れるのだというふうに理解していたのです。それは今言われた火山泥流の話は途中

からついて乗っけた話だというようなニュアンスの話を我々は聞いていたので、こ

こであえて正してみました。 

 そういうことになると余計に町民の皆さんはじめ、新しく企業を誘致するに当た

ってこの浅間火山泥流というものがものすごい大きな足かせになってくるのです。

これは砂防堰堤だとか、そういった装置だけではなくてソフト面でもそういうもの

は皆さんもご存じのように何百年、何千年に一度の発生する事態だよというような

ことも含めたＰＲをし、町がこれからそういった企業誘致がしやすくなるような方

向に展開していく必要があろうかと思うのですが、この問題、次に進めます。 

 まず、こうした工場を誘致するに当たって用地がないというところ。ないないで

済ませるわけにはいかないので、ひとつ提案ですけれども、町がまだ農業振興地域

として指定された広大な土地があるわけです。例えばかりん通りの北側の用地など

は今後こういった町の工場用地としてのリストの中に入れていく考えがあるのか

どうか、まずその辺をお聞きします。 

〇議長（古越 弘君） 茂木祐司町長。 

〇町長（茂木祐司君） 大変申しわけありませんが、池田議員ご指摘の企業誘致のための

土地がないというご指摘ですけれども、そうではなくて土地はあります。 

 実際に今いろいろな企業から進出したいという提案もいただいておりまして、そ

の都度やまゆり工業団地の場所にもご案内してこの場所をということでご案内さ

せていただいております。まだ実際に企業が来るという段階までには至っておりま

せんけれども、しかし問い合わせとしてはいくつか町外の企業から、町外あるいは

町内の企業や会社から土地を求めての問い合わせはありますし、それに対して町と

しても対応させていただいておりますので、現在企業を誘致するための土地は存在

しているということですのでよろしくお願いしたいと思います。 

〇議長（古越 弘君） 池田議員に申し上げます。範囲が結構広くなってきておりますか

ら、なるべくこの形に沿った形を追求してください。 

〇１３番（池田健一郎君） わかりました。それでは今質問した中でお答えいただいてい

ないのが、新しい課、係の新設、この事業はどのようにされていますか。 

〇議長（古越 弘君） 茂木祐司町長。 
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〇町長（茂木祐司君） すみません、今課長の方から答弁したかと思いますけれども、係

ということで、県の東京事務所に係長級職員を置く、派遣するということと、それ

と連動して企画財政課の中に担当を置くということで係として新設していくとい

う方向で現在調整をしているところです。以上です。 

〇議長（古越 弘君） 池田健一郎議員。 

〇１３番（池田健一郎君） その組織はもう形になりつつあるというふうに理解していい

のですね。 

〇議長（古越 弘君） 茂木祐司町長。 

〇町長（茂木祐司君） いずれにしても４月の人事異動をもって組織が確立するというこ

とでご理解いただきたいと思います。そのために現在準備の取り組みをしていると

いうことでご理解をお願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 池田健一郎議員。 

〇１３番（池田健一郎君） それでは次の問題で、当町の長期振興計画が２万人構想の達

成に向けた取り組みというところで伺います。２万人という数字は夢のまた夢、将

来に希望を持つという意味でよいという方もいらっしゃいます。それはそれでよいと

して、少子化が進む中で当町において辛うじて人口増を維持しております。今現在、

２６年度では転入が８７０名、転出が７５５名。転入の方がプラス１５名、死亡

が１４８名、出産が１１９名と、２９名の減となって、あわせて８６名の増という

のが平成２４年、ごめんなさい、２０１４年度の決算の数字になっていると思いま

す。 

 こうした形で人口増は県内でも３自治体しかないというのが皆さんご存じのと

おりだと思います。こうした外からも御代田町はなぜこれは人口が増えているのだ

というふうなことを羨望の目で見られ、あるいはいろいろ聞かれますが、ただ何と

なく軽井沢に近い、土地が安い、空気がよい、住みやすいといった漠然とした話で

これから将来に希望などがつながるわけがありません。 

 そこで、先を捉えて続いてきています。話が続きますけれども人口維持をするた

めにどのような策を具体的にとるのか今年の予算の中ではそれといったそのもの

が見当たらないのですけれども、具体的なものがあったら教えてください。 

〇議長（古越 弘君） 土屋企画財政課長。 

〇企画財政課長（土屋和明君） お答えをいたします。 
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 池田議員がおっしゃいますように、御代田町が人口増加を続けている状況として

は、自然動態、要するに亡くなる方と出生される方の数の上では亡くなる方の方が

多い。自然動態では減です。 

 転入される方の方が転出される方より多いという状況の中で、若干ずつですけれ

ども人口が増えてきた経緯がございます。それで、２万人都市構想ということで、

２万人に達するのには相当長い時間がかかるであろうし、ますます人口が減少して

いく中で非常に難しい状況ではあるとは思いますけれども、現状の人口を維持し、

若干でも増やしていくために効果的な策はというご質問でございます。 

 まず、移住、定住、交流対策によって人口増加を図っていくことが重要であろう

というふうに考えております。それには移住、定住していただけるための雇用であ

ったり、社会保障であったり、福祉であったり、あるいは住みよい環境をつくるた

めのインフラ整備であったりと１つの施策ではなくて、いくつもの施策が絡み合っ

て効果を発揮していくものだろうというふうに考えております。 

 先ほど申し上げましたが、人口減少社会において、定住人口を増加させていくこ

とは大変厳しい状況だとは思いますけれども、長期振興計画それから総合戦略に基

づいて長期的総合的視野のもとに施策を実施していくことが必要であろうと考え

ております。 

 来年度、２８年度人口増加に向けての取り組みといたしましては、移住、定住し

てもらえるための補助制度の検討段階でございます。 

 それから企業誘致を推進するための支援策の検討、それから子育て世代への新た

な支援策の検討、高齢者になっても安心して地域で暮らし続けることができる仕組

みの構築、雇用対策として雇用の補助金の検討、それから操業のための支援、就労

につながる資格取得費の補助、それから新たな人の流れをつくるための企画展の開

催等を予定をしているところでございます。 

 以上でございます。 

〇議長（古越 弘君） 池田健一郎議員。 

〇１３番（池田健一郎君） いろいろ施策を説明いただきましたけれども、これらのいず

れの事業にしても資金がいる、いわゆるお金がいることで、現在ちょっと調べてみ

たのは、新聞にも御代田町の財政状況、１６年度末で町債残高は６９億５，０００

万。そして、基金残高が４０億６，０００万と。ここ何年か我々は大体５０億前後
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で借金と貯金が大体平らであったからいい健全な財政だなというふうな理解をし

ていたつもりですけれども、ここへ来て、ここ１、２年でバンと３０億からの借金

増というような、借金増と言うのかな、こういうふうな財政に変わってきたという

こと、非常にそういうことによって事業に足かせをくうというか足かせになるので

はないかというこのような心配をするわけですが、この３０億というものとこれか

らの事業の展開に対する見通しをちょっとお聞きします。 

〇議長（古越 弘君） 土屋企画財政課長。 

〇企画財政課長（土屋和明君） お答えをいたします。 

 ３月１日に今回調定をさせていただいております予算案についての新聞報道が、

信毎の方でもございました。その中に１６年度末見込みの町債残高が６９億５，１００

万円。基金残高は４０億６，６００万円という報道がなされております。これはあ

くまでも１６年度予算を予算のとおりに執行した場合にこういった数字になって

くるということで、２６年度末の基金残高が全部あわせまして６３億ほどございま

す。このうち特定目的で普通会計ではないものを除きますと、５３億９，０００万、

５４億弱ございます。これから平成２７年度中の財政調整基金の取り崩し２億

２，０００万余、これは佐久市と共同でつくっております。斎場の関係の充当を計

画しておるわけですけれども、これを取り崩しを行います。 

 それから２８年度の計上してある取り崩しの予定は、役場庁舎整備基金、これが

１０億円。それからもろもろあわせまして１１億１，０００万余、取り崩しを計画

してございます。これによりまして実質的には４０億５千数十万という形になりま

して、この新聞報道による４０億６，６００万というのは本年度の積み立て、基金

の利子ですとかそういったものを積み立てる計画をしてございますので、それをト

ータルしていきますと４０億６，６００万という数字が出てまいりますのでこの報

道では特別な誤りはないというふうに思います。 

 それから町債残高が７０億弱あって、基金残高が４０億強ということで３０億返

りをしているということで借金の方が多いのではないかというお話でございます

が、実は今年２８年に起こします庁舎のための整備基金、借り入れはこれは起債で

はなく交付税の参入にはなりませんけれども、それ以外の主立った記載は、交付税

措置のある、交付税で７０％を書架抜きの７０％を基準財政重要額に編入できます

よということで交付税で措置されるものですから、町が実際に払うのは７０％が交



 

１２５ 

付税の措置ということになりますと３割支払えばいいわけで、大ざっぱに見積もっ

てもこの６９億のうち６０億強の４割ぐらいの考え方をしていただきますと、基金

残高と実際の町が負担すべき借金の額は基金残高の方が多いというふうにご理解

をいただきたいと思います。以上でございます。 

〇議長（古越 弘君） 池田健一郎議員。 

〇１３番（池田健一郎君） この数字だけ見たら非常にびっくりしたので、質問しました。

そんな状況ですと新たな事業にかけるお金はいろいろ捻出することが可能だとい

うふうに理解していってよろしいわけですね。 

 それから、次行きます。３番目に管理のサイクル、いわゆるＰＤＣＡの管理のサ

イクルを回して業務の活用、実践、こういったものをするべきだというふうなこと

で質問を出しておきました。 

 最近、泉監査役からもＰＤＣＡのサイクルを回して、日常業務の業務の検証をし、

改善する仕組みの確立をする必要性を指摘されております。 

 まず最初にお聞きしたいのですが、今回議案書の誤り、誤字、脱字、差しかえの

数、数カ所発生しています。こうした業務上のミス、まだあったのです。この議会

招集のあいさつの町長の書面が裏表刷りのはずの印刷物の片面しか、いわゆる偶数

面が全然抜けていたと、こういったそのミスがどうして発生しているのかと、いわ

ゆる何か管理をする上で抜けてやしていないかというふうなことを私は感じます。 

 それでこの管理のサイクル、こういったものを役場の中ではどのように活用して

いるのか、活用の内容についてお聞きしようと思います。 

〇議長（古越 弘君） 渡辺副町長。 

（副町長 渡辺晴雄君 登壇） 

〇副町長（渡辺晴雄君） ＰＤＣＡサイクルの状況について関するご質問をいただきまし

たので、お答えしたいと思います。 

 最初に、議案書等に誤りがございまして、本日は大変不手際がございまして申し

わけございません。町内におけるＰＤＣＡサイクルでございますけれども、各課に

おいて多くは係単位で行っているものが主となっております。ただ、龍神まつりで

すとかあるいは町民運動会といったような大きなイベントあるいは事業につきま

しては、複数の関係課、実行委員会といった形式をとっている場合もございますが、

そういった中で、ＰＤＣＡサイクルも行っております。 
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 基本的には、個別の事業ごとに事業に関係する職員によって行っている状況でご

ざいます。以上でございます。 

〇議長（古越 弘君） 池田健一郎議員。 

〇１３番（池田健一郎君） 日常の業務の中でこういったその管理サイクルは活用してお

られるというふうなことですが、この実績、いわゆる調書類というのは必ず残ると

思うのですけれども、こういったものを我々が見せていただく、閲覧することはで

きますか。 

〇議長（古越 弘君） 渡辺副町長。 

〇副町長（渡辺晴雄君） ＰＤＣＡサイクルの成果ということになるかと思いますが、そ

れぞれ個別の事業ごとに行われておりますので、そのＰＤＣＡサイクル、実行した

内容に対してのチェックを行って、それによって改善が図られたというものが数字

等でお出しできるものが各課にあればそれは公開できる、お答えできるかと思って

おります。 

〇議長（古越 弘君） 池田健一郎議員。 

〇１３番（池田健一郎君） ただいまのお答えですと、各課でやっている、だけどそれが

残っているかどうか記録があるかわからないというようなお話ですけれども、実際

に我々企業ででは、何が問題であったのか、その原因から始まって、すべてをいわ

ゆる要因分析というものをやりまして、これが悪かったからこういう方向へ行って

しまったと、だから今度はこれはしないようにこれをやりましょうやというような

ものをつくり上げてこの次の仕事に生かしていくというのが一般的な企業のやり

方なのです。行政の中においてもそれは同じことだと思うのですね。いろいろ計画

をしました、あるいは予算づけはしました、ところが何かの拍子で、何かの拍子で

はなく、予算が交付金が予定しただけのものが下りなかったと、したがって事業が

執行できなかったと、このようなことがただ単に交付金が得られなかったらこの事

業ができなかったというだけでは町民の皆さんは納得しないですよね。何でそれが、

その予算が獲得できなかったのかというふうなところまで突っ込んだものを積み

上げて、そして自分たちがこれからやろうとすることにまた生かしていくというそ

のものが必要ではないかと思うのです。 

 いかなる事業も仕事も、やっぱりチェックするということ、確認するということ、

そしてその後反省するということですね。よかったという反省もあるかもしれない。
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これはだめだということも当然あるわけで、そういったものを財産として町の中の

各ある課なり、係になりに残していって二度と同じような事業失敗だとかそういっ

たものがないように進んでいくべきではないかと私はこんなふうに思います。 

 実際にこういった管理のサイクル、いわゆるＰＤＣＡの回し方とかそういったも

のについては、当然我々一般企業が考えているサイクルとは行政では違うと思うの

です。そんな点は専門家の方に県でもそういった専門を扱っていらっしゃる方々も

おると思いますので、講習等の指導をいただいたらいかがかなとこんなふうに思い

ます。 

 この点について、これといった結論は出せないで終わりますけれども、いずれに

しても行政の何と言うか行き詰まり、ふん詰まり状態のあれは解消して御代田町が

ますますこれから発展するように進めていただきたいなとこんなふうに思いまし

て、私の一般質問を終わります。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、通告１番、池田健一郎議員の通告のすべてを終了します。 

 この際、暫時休憩します。 

（午前１０時５３分） 

（休  憩） 

（午前１１時０７分） 

〇議長（古越 弘君） 休憩前に引き続き、本会議を再開します。 

 通告２番、池田るみ議員の質問を許可します。 

 池田るみ議員。 

（１番 池田るみ君 登壇） 

〇１番（池田るみ君） 通告番号２番、議席番号１番、池田るみです。 

 本日は、通告いたしました２点について、質問いたします。 

 まず１点目の認知症の早期発見と支援・対策についての質問に入ります。 

 ６５歳以上の認知症の人は２０１２年時点で全国で約４６２万人で、２０２５年

には約７００万人に増えると言われており、６５歳以上の高齢者の５人に１人が認

知症になると厚生省は推計しています。 

 最近では、高速道路の逆走、介護疲れによる自殺、孤独死、電車にはねられるな

ど事件、事故が絶えません。 

 認知症の早期発見と、認知症になっても住み慣れた地域で安心、安全に暮らせる
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ために、質問をいたします。 

 認知症の人と家族の会、京都市のアンケートによると、家族に物忘れなどの異変

があらわれ、認知症を疑いながら医療機関を受診するまでにかかった期間は平均

９．５カ月で、中には５年以上という方も２．８％と長期間に及ぶケースもあるこ

とがわかりました。 

 ６カ月以上と答えた方が、受診までに時間がかかった理由は、本人が病院に行き

たがらなかった方が最も多く、年齢によるものだと思っていた、本人に受診を言い

出せなかったが続きます。家族の方が判断に迷ったり、本人を説得できなかったり、

診察への葛藤があるようです。 

 厚生労働省は２０１３年度から始めた「認知症施策推進５か年計画（オレンジプ

ラン）」で、認知症の人を早期に診断し、適切な治療や介護が受けられるようにす

る認知症初期集中支援チームを２０１８年度４月までに全自治体に設置すること

を目指しています。 

 認知症初期集中支援チームとは、専門医の指導のもと、保健師や介護士、介護福

祉士らで構成され、認知症が疑われる人や家族をかかりつけの医師から連絡を受け

自宅を訪問し、生活の様子や詳しい症状を聞き取ったり、相談にのったりします。 

また、訪問結果をもとにチームの会議で支援の必要性を検討し、整備の整った医療

機関での診察や介護サービスの利用につなげます。 

 この支援チームは２０１５年度には、全国３０６市区町村で設置され、全国の自

治体の１７．６％です。長野県内では長野市、小諸市、伊那市、駒ケ根市、辰野

町、松川町の６市町、７．８％にとどまっています。 

 普及が進んでいない理由に、核となる専門医が不足していることにあるようで

す。当町では認知症初期集中支援チームの設置についての考えをお伺いいたしま

す。 

〇議長（古越 弘君） 古畑保健福祉課長。 

（保健福祉課長 古畑洋子君 登壇） 

〇保健福祉課長（古畑洋子君） お答えいたします。 

 介護保険制度の改正に伴う地域包括ケアシステムの構築の施策の１つとしまし

て、認知症生活施策の推進があります。認知症になっても本人の意思が尊重され、

できる限り住み慣れた地域で暮らし続けるためには、認知症の人やその家族に早期



 

１２９ 

に関わる認知症初期集中チームを設置しまして、早期診断、早期対応に向けた支援

体制を構築することが求められております。 

 先ほど池田議員もおっしゃっておりましたけれども、認知症初期集中チームとは、

複数の専門家が家族の相談などにより認知症が疑われる人や認知症の人及びその

家族を訪問し、アセスメント、家族支援など、初動対応を包括的、集中的に行い、

方向性を示し、自立生活のサポートを行うチームを言います。 

 チームの要件としましては、保健師、看護師、作業療法士、社会福祉士など専門

職で認知症ケア等に３年以上携わった経験を持ち、国が定める研修を受講したもの

２名と専門医の最低３名で構成されております。現在もこのチームと同じような役

割を地域包括支援センターが担っておりますけれども、やはりこのチームの設置と

いうのは必要でございますので、平成２９年度から事業が開始できるよう現在体制

を整えているところでございます。以上です。 

〇議長（古越 弘君） 池田るみ議員。 

〇１番（池田るみ君） 今、体制を整えているということでありますが、認知症初期支援

チームの設置や活動には、地域で認知症の診断や専門的相談を担う認知症疾患医療

センターとの連携が必要であると考えます。今、現在当町はどのような連携をとっ

ているのか、お伺いします。 

〇議長（古越 弘君） 古畑保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（古畑洋子君） 疾患医療センターの関係ですけれども、当初はそういっ

たものが身近にございませんので、地域包括支援センターの方は、やはり近くの医

療機関の精神科の医師と連携をとりまして相談等を行いながら、その方の支援体制

について意見を求めているような状況でございます。以上です。 

〇議長（古越 弘君） 池田るみ議員。 

〇１番（池田るみ君） では、２点目の軽度認知症の方の質問に入らせていただきます。 

 認知症は投薬で症状の進行を抑えられるアルツハイマー型認知症のほか、治療が

可能なものもありますが、根本的な治療は確立されていないため予防が大切になり

ます。 

 そこで、認知症になる前の段階とされる軽度認知障害の早期発見、予防に取り組

む自治体が増えております。軽度認知障害者数は、２０１０年度の厚生労働省の推

計によると、全国で３８０万人と言われています。軽度認知障害は認知症の前段階
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の状態で、加齢に伴う物忘れと似ているため判別が難しく、軽度認知障害の人が適

切な予防をしないで放置した場合は、４年後には約半数の方が認知症に移行すると

厚労省は研究報告をしています。 

 しかし、軽度のうちに適度な運動や生活習慣の改善などの対策をとれば、認知障

害の進行を遅らせ、認知症を予防することも可能とされています。そこで、軽度の

認知障害を早期に発見するために老化現象による物忘れを高い精度で判別できる

認知機能チェックテストを導入している自治体があります。 

 認知機能チェックテストとは、アメリカで開発されたもので、頭の体操の感覚で

約１０分間質問に答えるだけの簡単なテストです。導入している自治体では、頭の

健康チェック事業として、相談に当たる地域包括支援センターの職員がパソコンを

使いながら記憶力をテストしています。１０個の簡単な単語を復唱してもらった上

で、関係のない質問を挟み、最後に単語をどの程度覚えているかをチェックします。

そして、その結果を点数化して、「Ａ 健康維持できている」「Ｂ 少し注意が必要」

「Ｃ 注意が必要」のＡ、Ｂ、Ｃの３段階で判定します。終了後は頭の健康のため

のポイントや予防法を確認して、不安がある場合は保健師へ相談できます。 

 この頭の健康チェックで、認知症の早期発見と介護予防の意識を高めるために認

知機能チェックテストの導入を提案いたしますが、お考えをお伺いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 古畑保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（古畑洋子君） お答えいたします。 

 認知症対策としましては、議員のおっしゃられているように、やはり早期発見、

早期診断とそれに基づき適正な医療や介護支援を受けることは地域での生活を維

持する上で不可欠だと考えております。最近では先ほどもおっしゃられましたよう

に、認知障害、通称ＭＣＩという言葉でございますけれども、こちらも広まってき

ております。 

 これは、やはり健常者と認知症の中間の段階にありまして、軽い物忘れや、話の

繰り返しなど何らかの認知障害が出ているものの日常生活には支障がない状態で

認知症とは異なります。やはり歳のせいかなと見逃されがちですけれども、放置す

ると認知機能の低下が続きまして、５年間で約５０％は認知症へ進行すると言われ

ております。認知症は適切な治療により進行を遅らせることはできても、完治する

ことはできません。 
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 一方、軽度認知障害につきましては、適正な対策を行うことで機能が回復するこ

とや認知症に至らないケースもあると言われております。やはり、こちらも生活習

慣病が発症のリスクとなるため、生活習慣の改善により認知機能の低下を防ぐこと

と予防策を行うことは、これから認知症施策の上で非常に重要になってきておりま

す。 

 池田議員がおっしゃるように、その軽度認知障害で発見し、早めに専門医に受診

することは認知症予防では重要ですけれども、自覚症状を持ちまして自らスクリー

ニングを希望される方には頭の健康チェックは有効であると思います。しかし、現

に私たちが今関わっております多くの場合は、本人は気がつかず家族や周囲の人が

気になるサインを見つけることが多くあります。また、地域の民生委員やはつらつ

サポーターなど高齢者を見守る体制から日ごろのちょっとした変化を見逃さずに

地域包括支援センターに状況を伝えてくださるケースも少なくなく、適切な受診や

支援につなげております。 

 当町では、皆様もご承知のとおり、本年度より県内では唯一総合事業に移行して

おりまして、簡単な手続でいち早く支援につなげる体制を整えており、早期に対応

することによって適切なタイミングで専門医の受診やプロの支援につなぐことで

重症化を抑える取り組みを行っております。 

 今後、認知症初期集中支援チームを始めまして、来年度策定します認知症ケアパ

スの中でも、更に早期発見、早期対応に有効な方法を検討していきたいと考えてお

ります。 

〇議長（古越 弘君） 池田るみ議員。 

〇１番（池田るみ君） 今答弁いただいた中には、このチェックリストの件については、

やる方向には全然ないのかなという感じを受けました。 

 軽度認知障害は物忘れといった記憶力の低下があるものの、認知機能に障害は見

られず日常生活への影響はほぼない状態です。しかし、軽度認知障害と診断された

うち、先ほども言いましたように４年後には認知症へ移行するとされており、早期

発見、早期治療が進行を遅らせる鍵となっております。 

 この頭の健康チェックは、軽度認知障害を９７％の精度で判別することができる

と言われております。物忘れかな、認知機能に障害があるのかなと悩んでいる方や

家族は、先ほど最初にも言いましたように医療機関に行くには葛藤があり、時間が



 

１３２ 

かかってしまうケースが多くあります。このように悩んでいる方が健康診断のよう

に受けることができ、高い精度で判別ができる頭の健康チェックは、認知症予防に

非常に効果があると考えます。この事業を行っている兵庫県高砂市では、２３人が

チェックを受け、８人がＣと判定されています。 

 また、同市では自宅から簡単にできるホームページ上の簡易チェックサイトを公

開しています。１０の質問に答える本人用と、２０の質問に答える家族用の２種類

があり、アクセス数は公開から半年で約１万件にのぼっています。認知症に対して

関心がある方も多く、このように簡単にできるチェックサイトも認知症予防や介護

予防の意識向上につながってくると思いますが、このチェックサイトについてはど

のように思いますでしょうか。お伺いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 古畑保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（古畑洋子君） お答えいたします。 

 先ほども答弁させていただきましたけれども、自ら自覚症状を持ちまして自らス

クリーニングを希望される方については、頭の健康チェックは有効であると思いま

す。ですから、アクセスできるものにつきましては、自分でやっていただいて全然

問題ではないのではないのでしょうか。 

〇議長（古越 弘君） 池田るみ議員。 

〇１番（池田るみ君） わかりました。 

 では次に、高齢者の見守り強化について、質問いたします。 

 認知症やその疑いで行方不明として家族などから届け出があった人は、２０１４

年度は全国で１万７８３人にのぼり、毎年増加を続けています。 

 認知症高齢者は、外出先で迷うと自分の名前や住所もわからず、自宅や施設に戻

れなくなるケースが多く、交通事故などに巻き込まれる危険性もあります。しかし、

同居する家族だけで２４時間見守るのは容易ではありません。 

 そこで、地域の住民や商店、施設などが連携して早期発見や保護をするために当

町では社会福祉協議会に委託をし、２０１２年に高齢者ＳＯＳネットワークが構築

され、徘徊模擬訓練も行われ、当町では認知症になっても安心して出かける地域を

目指しております。 

 当町では、今年に入って２月１３日に向原区の８０代の独居高齢者が行方不明と

なり、消防、警察、消防団を始め、地元区、町民の皆様による捜索が行われました
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が残念ながらいまだ発見に至っておりません。 

 認知症の人を介護する家族が、あらかじめ打てることとして衣服に名前を書く、

財布の中に連絡先を書いた紙を入れる、ＧＰＳ機能のついた携帯を持ってもらうな

どさまざまな方法があります。しかし、目印をつけるのは本人が嫌がることが多く、

歩く途中で脱いだり捨ててしまう人もいます。そのことから、本人が違和感を持た

ないようにすることが必要です。 

 隣の小諸市では、地域での見守りが必要な高齢者の靴のかかとに、反射ステッカ

ーを張り、地域の方に声かけ、見守りをしていただく、高齢者見守り活動が行われ

ております。 

 反射ステッカーには、黄色と赤色の２種類があり、黄色のステッカーは、声かけ

の対象です。つけた人を見かけたら、「どこへ行くのですか、何かお困りのことは

ありませんか」など、声をかけてもらいます。赤色のステッカーは、１人で出歩か

ないことが前提の保護の対象です。つけている人を見かけたら、安心をさせるよう

に声をかけ、市役所などに連絡をしていただきます。 

 行方不明になるのを防ぐ鍵は、周囲の気づきと声かけにあると考えます。道など

ですれ違い、何か様子がおかしいと思ったときに、靴のかかとを確認することで認

知症であるかどうかがわかり、早期発見、保護につなげられます。 

 また、埼玉県志木市でも昨年１２月から見守りＳＯＳステッカーが交付されてい

ます。このステッカーは、アイロンで熱圧着することから、靴やつえなどに簡単に

張ることができます。そして、そのステッカーにはＱＲコードが印刷されており、

携帯端末で読み取り、ＵＲＬにアクセスすると市役所の担当連絡先と地域包括セン

ターのＵＲＬが表示され、徘徊した高齢者の保護に役立ちます。また、蛍光塗料が

使われていることから夜間の早期発見にも効果的です。 

 当町では、高齢者ＳＯＳネットワークが構築されています。それにあわせてこの

ような見守りステッカーを導入することで、更に高齢者の徘徊の早期発見、事故の

未然防止と、その家族の介護負担の軽減もできると思います。ぜひ当町でも見守り

ＳＯＳステッカーの導入をしていただきたいと考えますが、お考えをお伺いいたし

ます。 

〇議長（古越 弘君） 古畑保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（古畑洋子君） お答えいたします。 
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 まず、当町で行っている高齢者の見守りについてお話をさせていただきますが、

地域包括支援センターでは、要支援、要介護認定者以外の独居高齢者と老老世帯の

方につきまして、基本チェックリストの変化や各地区の民生委員等からの情報をい

ただきまして、台帳を整理しまして定期的に訪問や電話での確認をしております。

特に見守りが必要な方につきましては、配食サービスや緊急通報サービスを提供す

るほか、担当する地区の民生委員の方やはつらつサポーターの皆様などに特別に見

守ってもらっている場合もございます。 

 これからは、やはりそういった身近なところ、ご近所など地域の身近な方に見守

りをより一層強化していただくためにも認知症サポーターの養成講座と、多くの方

が認知症に対する理解を深めるための啓発が必要だというふうに考えております。 

 先ほどＳＯＳステッカーの導入でございますけれども、小諸市で平成２６年度よ

り取り組んでいるということでございます。現在５８名の方が申請により利用して

おりまして、声かけの通報は、実績で市の職員によるものが一例というふうに聞い

ております。まだまだ住民への浸透というのは低いようでございます。 

 当町としては、即このステッカーを導入するかどうかということについては今の

ところ考えておりませんけれども、やはり有効な方法については、今後検討してま

いりたいというふうに考えております。以上です。 

〇議長（古越 弘君） 池田るみ議員。 

〇１番（池田るみ君） 高齢者のＳＯＳネットワークの徘徊模擬訓練は、２０１２年から

２０１４年まで３回行われました。しかし、昨年は行われませんでした。模擬訓練

が継続して行われていくことにより町民の方の認知症、高齢者への理解が進み、地

域で見守っていくという意識も向上していくと思います。 

 今後の模擬訓練の開催についてどのようにお考えしているのか、お伺いいたしま

す。 

〇議長（古越 弘君） 古畑保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（古畑洋子君） お答えいたします。 

 今池田議員、おっしゃっていただいたように平成２４年度より町社会福祉協議会

に委託しまして、高齢者ＳＯＳネットワークの構築事業を実施してまいりました。３

年間の事業委託をする中で、お話も出ておりましたけれども、徘徊模擬訓練を実施

しまして、町関係機関はもとより、タクシー会社や銀行、コンビニエンスストアな
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ど町内の２５事業所とのファクスでの情報連携を始め、各区町などのオクレンジャ

ーによる情報提供のネットワークが構築されております。 

 今後も定期的に実施することで、そのネットワークの構築の維持を図っていきた

いと思っておりますけれども、訓練自体は徘徊模擬訓練だけがすべてではございま

せんので、その辺も少し検討してまいりたいと思っております。以上です。 

〇議長（古越 弘君） 池田るみ議員。 

〇１番（池田るみ君） わかりました。 

 では、次の認知症カフェの充実についての質問に入ってまいります。 

 ２０１５年に始まった新オレンジプランは、認知症、高齢者が住み慣れた地域で

いつまでも自分らしく暮らしていける環境づくりを目指す５カ年計画であります。

その対策の柱の１つとして、認知症の人の介護者の支援があり、施策の１つに認知

症カフェの設置が挙げられております。 

 認知症カフェとは、認知症の人からは出かける自信がない、家族の方からはどこ

に連れて行っていいかわからないという意見が聞かれることもあり、このような悩

みに対する一助としてつくられました。自宅に引きこもりがちな認知症の人や家族

が社会とつながる居場所であると同時に、地域の中で認知症の知識を普及させ、住

民同士が支え合うまちづくりの取り組みとなっております。 

 カフェ活動の形態はさまざまですが、認知症の人と家族、地域、住民、医療、介

護従事者などもだれもが集える場所として定義され、２０１４年には全国で６５５

カ所で運営され、御代田町では社会福祉協議会で同年１１月エコールみよた西側の

民家をお借りして「地域の縁側あさひ」が開所されました。 

 そして、２０１５年より毎週水曜日、日曜日午前１０時から午後３時まで、認知

症の方や家族、友達、地域住民、専門職などだれでも参加ができて和やかに集える

認知症カフェとしてオレンジカフェを行っております。そこで、カフェの利用状況

などを伺っていまいりました。利用している方は、歩いて来ることのできる「地域

の縁側あさひ」の周辺の方が多く、遠くの方の利用はあまり進んでいないようであ

り、その理由の１つに送迎がないことにあるように思います。 

 認知症の方やご家族は、高齢者の方が多く車の運転ができない方も多いことから、

ぜひ送迎なども必要であると考えます。また、高齢化が進み認知症の方が増えてい

る中で、認知症の方や介護を支える家族にとって気軽に立ち寄れる居場所となる認
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知症カフェが身近な地域にあるようになることが望まれていると考えます。 

 当町では、今後カフェを増やしていく計画はあるのかどうか、また送迎について

の考えをお伺いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 古畑保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（古畑洋子君） お答えいたします。 

 現在町内では、認知症の方、その家族、専門職、地域の住民が集い、会話を楽し

みお互いを理解する場として認知症カフェを町社会福祉協議会が「地域の縁側あさ

ひ」にて水曜日、日曜日に行っております。 

 開所から１年半が経過しましたが、なかなか先ほどからお話があるように定着が

せずに認知症の方の利用がないのが実情でございます。今後につきましてですけれ

ども、やはり今後認知症カフェの必要性は高まると思いますが、サービスの需要を

踏まえての対応ということで、今後利用の方がどのぐらい出てくるかということに

対しまして、また対応を考えてまいりたいと思っております。以上です。 

〇議長（古越 弘君） 池田るみ議員。 

〇１番（池田るみ君） 現在当町の認知症カフェは、先ほどから言いますように、１カ所

ですが、地理的事情や家族の仕事の都合など、カフェに頻繁に通えない方もいらっ

しゃいます。このような家族に対して、厚生労働省は２０１６年から認知症の人や

家族などが集まる認知症カフェで交流をしているボランティアが認知症の人の自

宅を訪問する事業を始めます。既に顔なじみで認知症の人と友人のようになってい

るボランティアを「認とも」と命名します。そして、認知症の相談業務にない医療、

介護サービスのつなぎ役を務めている地域支援推進員がカフェで実際に本人や家

族と交流がある人の中から自宅を訪問する「認とも」を選びます。基本的な講座を

受けた認知症サポーターや学生、住民、地域に貢献した高齢者らが「認とも」を務

め、家族の仕事の都合や地理的事情でカフェに頻繁に通えない人の家に積極的に出

張して、話し相手になり本人や家族を支援します。 

 まず伺いますが、当町では認知症の人ができる限り住み慣れたよい環境で暮らし

続けることができるよう、認知症施策や事業の企画調整等を行う専任の企画調整担

当員の地域支援推進員はいるのかどうか伺います。 

〇議長（古越 弘君） 古畑保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（古畑洋子君） お答えいたします。 
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 認知症地域推進員ということでよろしいでしょうか。 

〇１番（池田るみ君） はい。 

〇保健福祉課長（古畑洋子君） 認知症地域推進員は、医師、保健師、看護師、作業療法

士、歯科衛生士、社会福祉士、精神保健福祉士等のうち、その中で１人以上を設置

するということになっておりまして、当町におきましては地域包括支援センターの

保健師がこちらの研修を修了しておりまして、認知症の地域支援推進員となってお

りますので、２８年度には認知症ケアパスの作成等を行ってまいりたいというふう

に考えております。 

〇議長（古越 弘君） 池田るみ議員。 

〇１番（池田るみ君） 地域支援推進員は置いていただいているということですので、認

知症カフェで交流しているボランティアが認知症の人の自宅を訪問する事業を実

施はしていただくことも可能なのかなと考えますが、この事業について当町の考え

をお伺いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 古畑保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（古畑洋子君） すみません、認知症カフェの利用している方を訪問する

という意味ですか。 

〇１番（池田るみ君） そうですね、まだ現在はなかなかいないという状況ではあります

が、そういう訪問もやっていただけるとなるとまた利用する人も増えてくるのでは

ないかと思います。 

○保健福祉課長（古畑洋子君） 地域包括支援センターの保健師がこちらの研修を終わっ

て推進員となっておりますので、包括の保健師ですので、認知症カフェを利用して

いる方とは限らず、地域の皆様全員に関わるような形になっておりますので、そう

いった要望がございましたら訪問等をすることは可能だと思いますので、そんな形

で対応をさせていただきたいと思います。 

〇議長（古越 弘君） 池田るみ議員。 

〇１番（池田るみ君） オレンジカフェ、認知症カフェを運営していく中では課題があり、

家賃などの運営費やボランティアの不足など、負担にあると伺ってまいりました。 

 地域には認知症を理解し、認知症の人や家族を守る認知症サポーターがおります。

御代田町において認知症サポーターは１，９１２名、養成率１２．６％と県の養成

率５．９％に比べ進んでおります。 
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 新オレンジプランでは、認知症サポーターの任意性を維持しながら認知症サポー

ターがさまざまな場面で活躍してもらうことにより重点を置き、認知症サポーター

養成講座を修了した方が復習を兼ねて上級な講座などの取り組みを推進するとあ

ります。 

 サポーターの方の中には、もう一歩進んだ学習を受けスキルを磨いてサポーター

として役に立ちたいと思っている人もいるのではないでしょうか。そういう方のた

めのフォローアップ講座を行っているのか、また認知症カフェや具体的な実践の場

や機会の考えはあるのか、お伺いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 古畑保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（古畑洋子君） お答えいたします。 

 現在、認知症サポーターのフォローアップ講座は実施しておりません。来年度に

つきましては、認知症サポーターを指導するキャラバンメイトのフォローアップ講

座を予定しているところでございます。以上です。 

〇議長（古越 弘君） 池田るみ議員。 

〇１番（池田るみ君） キャラバンメイトのフォローアップ講座は行う予定があるという

ことで、答弁をいただきました。 

 今、答弁の中には具体的な実践の場や機会の考えはあるかということも質問いた

しましたが、ないということで答弁がないということは、考えていないということ

と受け取ってよろしいのでしょうか。 

〇議長（古越 弘君） 古畑保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（古畑洋子君） 今、活動をする場なのですけれども、やはり例えばはつ

らつサポーターの皆様もこちらの認知症サポーターは研修でしておりますので、や

はりその方たちが地域で今活躍しているような状況ですので、具体的には活躍をし

ているというふうに捉えていただいて問題ないかというふうに思っております。以

上です。 

〇議長（古越 弘君） 池田るみ議員。 

〇１番（池田るみ君） わかりました。 

 オレンジカフェは、現在社協がまちづくり支援金を利用して行っております。し

かし、運営していく中での課題は家賃などの運営費とボランティアの不足があると

いうことです。 
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 オレンジカフェがこれからも多くの方に安心して利用していただけるように、運

営費などの支援やボランティアの育成を町としても応援していくことが必要では

ないかと考えますが、いかがお考えでしょうか。お伺いします。 

〇議長（古越 弘君） 古畑保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（古畑洋子君） カフェの運営費の補助ということでございますけれども、

こちらにつきましては長野市で平成２６年度より認知症カフェ設置に対して１カ

所２０万円を上限としまして補助制度を設けているようでございますけれども、相

談はあるものの実績はないとのことです。 

 当町としても現在のところは考えておりません。 

 ボランティアの育成につきましては、先ほど来答弁しているところでございます

けれども、やはり当町は認知症も含め生活・介護支援サポーターの養成講座を毎年

行っておりますし、養成後は、はつらつサポーターとして今県下で唯一先駆けてや

っております通所サービス、Ｂであるはつらつ介護予防教室を始め、さまざまな場

面で地域の支援に向けた取り組みを行っておりますので、そのようなところに対し

てより一層支援しまして展開してまいりたいというふうに考えております。以上で

す。 

〇議長（古越 弘君） 池田るみ議員。 

〇１番（池田るみ君） 今定例会の町長の招集あいさつに見守り、買い物、移送といった

生活支援をしていく仕組みを構築し、町民が高齢者になっても安心して地域で暮ら

し続けることができるための取り組みも始めますとありました。 

 ぜひ高齢者の見守り強化、認知症カフェの充実についても力を入れていただくこ

とをお願いいたしまして、この質問は終わります。 

 次に、新役場庁舎建設についての質問に入ります。 

 メルシャン跡地への新庁舎建設計画が進み、昨年１０月２２日にエコールみよた

において、新役場庁舎基本設計の内容についての住民説明会が開催されました。 

 また、広報やまゆり２９４号にて新役場庁舎建設だより３で６ページにわたり基

本設計の内容が詳細に記載されました。 

 基本設計の工事費、概算は、庁舎面積が４，３３７．９９平方メートル、車庫棟

は７２５．７平方メートルで、造成工事費３，６００万円、特殊基礎工事費１

億４００万円、庁舎本体工事費２２億３，８００万円、車庫棟工事費１億４，０００



 

１４０ 

万円、外構工事費７，８００万円で、全体費用は２５億９，６００万円です。 

 平成２３年７月から平成２５年４月までの６回開催された御代田町役場庁舎整

備検討委員会で検討していた移転候補地Ｃ案、メルシャン跡地の概算事業費は１５

億２，８００万円、そこから基本設計に入る前に庁舎の建設費を３０％上乗せした

２０億円と再設定しました。 

 新庁舎の全体費用は約６億円の増額となっております。増額となった要因は人件

費、建設資材等の高騰にあるということですが、町民の方からは増額になった金額

の大きさになぜこんなに増えてしまったのかという声があります。 

 私は昨年３月の定例会の一般質問で、新庁舎建設については必要ではあるが、建

設の時期は震災復興、東京オリンピックが終わってからではいいのではないかとい

う質問の中で、基本設計の建設費が２０億円を上回ることはないのかと伺いました。 

 それに対していただいた答弁は、あくまでもこの部分については目標、当初は２０

億円というふうにしておりますけれども、会議でもお話をさせていただくようにイ

ニシャルコストとランニングコスト、双方を両方を考えていかなければいけないと、

イニシャルコストがちょっと若干かかっても実はランニングコストが少なくなる

というケースもあるので、そういう部分ではトータルの検討の仕方もしなければい

けない。イニシャルコストだけを２０億という数字にこだわって、それに向かって

つくっていくとランニングコストがかかってしまって後年の負担になるというこ

ともあろうかと思います。その辺はあわせて検討させていただいておりますのでお

願いいたしますとありました。 

 建設費予算２０億に対し、６億円の増額になった要因はイニシャルコストとラン

ニングコストをあわせて検討した中で金額が増えているのかなど、イニシャルコス

トとランニングコストの検討について伺います。 

〇議長（古越 弘君） 尾台総務課長。 

（総務課長 尾台清注君 登壇） 

〇総務課長（尾台清注君） お答えいたします。 

 新庁舎の建設につきましては、昨年の同期に今お話のとおり池田るみ議員から大

手企業への佐久市への移転が明らかになるなど状況変化がする中で、町民の中に新

庁舎建設は必要であるけれども今ではないではないかなど時期尚早の声を伺うと、

今後のその庁舎建設についてというご質問をいただきました。 
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 また、小井土議員、野元議員からもご心配をいただき心配をいただいております。

このため若干過去の答弁と重複する部分もあろうかと思いますけれども、ご容赦い

ただいてお願いいたします。 

 発言の要所の前段の中に、当初の概算が基本設計を大きく上回り、町民よりなぜ

上がってしまったかという声をいただいているということでございますけれども、

私の方には直接お聞きはしてございませんけれども、それはまた池田議員等々、議

員の皆様方にはそういう声がきっとあったのかなというふうに思っております。そ

ういうふうに思われる方も確かであろうと思っております。 

 議会、委員会等にお示しし、今お話いただきましたように広報でもお知らせして

おりますけれども、全町民の理解をいただけるまでには至らなかったことについて

は大変反省するところでございます。 

 なおエコールで行われました基本設計説明会については、池田るみ議員もご存じ

のとおり、実は金額についてのご質問が１つもございませんでした。このように事

業推進に当たっての説明会等においては、冷静な対応をするとともに情報公開を進

めることが肝要であると思われますので、今後も心がけてまいりたいと思っており

ます。 

 当初の概算に対して、基本設計では建物の概略的大まかな設計を行うこととなり

まして、敷地に対する建物の外観や間取り、面積や概算の工事費を算出しまして、

実施設計を行うための第一設計の段階でございます。今回の庁舎建設基本設計につ

いても同様に行いました。その結果、利用しやすく働きやすい町民に優しい庁舎を

設計のコンセプトとして、基本設計が行われましてこれをベースに次の段階である

実施計画、実施設計へと進んでございます。 

 この実施設計では、実際の施工に向けた詳細な設計となりまして、素材や構造ま

で細かく書き込まれた実際に見積もりや工事に使う設計図を作成し、工事を施工す

るに当たり必要な図面を作成する設計となります。現在この作業を進めさせていた

だいております。 

 そのような中で、イニシャルコストとランニングコストの検討ということでござ

いますけれども、池田議員がお話しいただいたとおり平成２５年当時、１５億

４，０００万円でございました。この金額については、平成２４年に設計業者さん

等に概算の数字をお聞きした中で建物面積５，０００平方メートル、坪単価で９０
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万円を計上したものでございます。提案時の経済情勢や実勢価格を的確に反映した

ものではございません。ちなみに、小諸市も同様に庁舎を建設してございますけれ

ども、小諸の庁舎建設基本構想策定委員会の資料の中に、ちょうど３階建ての詳細

の費用が示されておりまして、小諸市さんの場合は７，０００平方メートル、３階

建ての鉄骨でございました。 

 ここで４社見積もりの平均の坪単価、９９万８，０００円であることからも、ち

ょっと当初の概算価格が低かったかなとも思われます。そのため、概算として説明

をさせていただいてきてございます。 

 この平成２６年度のプロポーザルのときについては、２０億とお話のとおりなの

ですが、これはご質問がありましたとおり、当時の人件費、資材費が値上がりした

ほか、県内の自治体で建設する公共施設の入札において建設価格が上がっておりま

して、落札におけるなかなか不落というような事案がありました。そうしますと、

入札時に設計変更を余儀なくされている状況がありましたため、これを３０％増額

させていただきまして２０億と設定をさせていただいてございます。 

 したがいまして、この２０億の内訳はお話のとおり、本体の建設工事、電気機械

設備、事務用品、それと公用車の車庫棟にかかる費用ということでございます。 

 その中でまた約２５億９，６００万の話については、これはお話のとおり庁舎の

本体工事に約２２億３，８００万円、本体の内外部仕上げ工事、電気機械設備工事、

庁舎用備品等が含まれますけれども、このほかに造成工事で３，６００万円、明ら

かに変わってきたのが特に特殊基礎工事でございまして、１億４００万円、外構工

事７，８００万円、車庫棟工事費で１億４，０００万円でございます。これらの費

用については、プロポーザルをした後に実施した地質調査の結果から特殊基礎工事

が必要になったこと、これも大きなひとつ上昇の要因でございます。 

 また、平成２６年４月に消費税が５％から８％に増税されまして、プロポーザル

後に東京オリンピックが決まりました。そのような中で、工事資材費、人権費が更

に値上がりしたことから２５％の増額を計上させていただいてございます。なお、市

場での建築資材の物価指数においても平成２３年を１００とした場合については、

平成２７年の指数は１．４倍になってございます。 

 これらの工事費については、現在実施設計の段階で、現在使用しております机、

椅子以外の備品の持ち込みの検討や建物、設備等のランニングコストがかからない
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ような仕様、建設資材、人権費の高騰を可能な限り抑えるよう精査して進めてまい

りたいと思っております。 

 ランニングコストの検討については、電気機械設備等の機材が決まっておりませ

ん。このような中で正確なコストはお伝えできませんけれども、光熱水費、機器の

保守管理、セキュリティ管理、清掃管理、緑化管理等で見た場合、同規模の庁舎で

は年間約２，３００万円程度のランニングコストが予想されます。これについても

今後機器等を選定していく中で、特にランニングコストの光熱費については、電気

よりも安価なガス炊きの吸収式の冷温水発生機を採用したり、建物内の風通しがよ

くなるつくりにしたり、直射日光を避けるひさしを設けて空調管理を行う仕様とし

てございます。 

 いずれにしても、新庁舎、耐用年数５０年となっておりますので、ランニングコ

ストが低減されるような資材等を活用する中で、配慮した初期投資となるように検

討してまいります。その中でわかりやすく具体的に申し上げますと、建設資材の価

格、コンクリート価格、労務費の上昇を考慮するために１つとしては、鉄骨造りが

ございます。また、外装材とか内装材も汚れやきずがつきにくく維持管理がしやす

い仕上げ材を考えてございます。 

 そして、どこのご家庭にもあると思いますけれども、サッシについては複層ガラ

スを採用しまして、高気密、高断熱をやはり空調の負荷を軽減させていただくとと

もに、カーテンウォールのメンテナンスが入りますけれども、この作業がしやすい

ようにひさし下に十分なスペースを確保して、また適宜滑り窓というものを設けて

自然通風を取り込みまして、職員でも窓拭きができるようにしてまいりたいと思っ

ております。以上です。 

〇議長（古越 弘君） 池田るみ議員。 

〇１番（池田るみ君） ちょっと時間が押してきていますので、次の質問に入っていきた

いと思いますが、当初の移転候補地Ｃ案の概算には既存庁舎の解体費６，３００万

円や既存建物解体等３，０００万が含まれております。 

 今回の建設費２６億円は新庁舎建設にかかるだけの費用です。現庁舎については

含まれておりません。現庁舎の今後についてはどのように考えているのか、お伺い

します。 

〇議長（古越 弘君） 尾台総務課長。 
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〇総務課長（尾台清注君） お答えいたします。 

 現庁舎の今後については、今のこの庁舎の東側の駐車場については借地でありま

すので、所有者へ返還しまして、庁舎本体は予定とすれば取り壊していきたいとい

うふうに考えております。なお、現在の庁舎の取り壊し費用、ちなみに今お示しし

た約２６億円の中には計上してございません。 

〇議長（古越 弘君） 池田るみ議員。 

〇１番（池田るみ君） ２６億円にはやはり含まれていないということで、まだまだ新庁

舎に移るにはほかにも費用がかかっていくということだと思います。 

広報やまゆりによると、庁舎建設にかかる工事費は全体で約２６億円を見込み、こ

のうち１５億円は平成２３年度から積み立ててある役場庁舎建設基金を活用し、１

億円は一般財源を活用し残りは起債となり、起債の償還については施設の耐用年数

以内の償還になり、将来にわたり町民の皆様にご負担をいただきますとあります。 

 現在、庁舎建設基金には２７年度６月の補正予算で、１億７，０００万円を一般

会計に繰り入れましたが、今回の２７年度の補正予算で同額の額をマイナスを計上

していることから積立金は１７億３１０万あります。残りの２億円はどのように活

用する予定なのか、この２６億円の工事費に使ってもいいのではないかと思うので

すがお伺いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 尾台総務課長。 

〇総務課長（尾台清注君） 基金の残りの２億円につきましては、起債の対象とならない、

現庁舎の解体工事費等の財源として考えてございます。 

〇議長（古越 弘君） 池田るみ議員。 

〇１番（池田るみ君） 子どもさんをもつお母さんからは、財源を心配する声があります。

少子高齢化が進み、生産人口が減少したり、先ほどもありましたように工場が移転

したりということで税収も減ってくるのではないか、そのような中で起債の償還を

将来にわたり負担していくことは子どもたちへ負担が増えるのではないかと。 

 昨年の私の一般質問をした中で、財政的裏付けとしては基金を積み立てており、

一般単独の起債を充てる計画があり、ある程度の財源の措置はできていると認識し

ているという答弁でした。この段階では建設費は２０億円を目標にということでし

たが、そのときよりも建設費は６億円上がっております。基金も１４億円から１７

億円と積み立ても増えておりますが、起債は３億円増えることになるのではないか
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と思います。 

 平成２６年度の決算では防災費は中学校建設事業債の元金償還が始まったこと

などから７億４，７０６万円で前年度、６億７，９６５万円に対し、６，７４１万

円、９．９％の増加となっています。 

 また、２８年度予算では８億８，６７２万円が計上されており、増加傾向にあり

ます。今後の起債の償還について不安がないのか、財源、基金についてお伺いしま

す。 

〇議長（古越 弘君） 土屋企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇） 

〇企画財政課長（土屋和明君） 起債の償還についての不安はないかというご質問でござ

いますが、現状で平成３０年ぐらいでピークを一旦迎えるという状況を把握してお

ります。ここに新たに役場庁舎の基金関係、３年間据え置きで１０年、１０年のと

きに一貫借り換えを計画し、その上でそれ以降については財政状況等を見ながら次

の世代の皆さんにもご負担をいただくという考え方で計画はしてきてございます

ので、不安がないかというとその先までのことを今私が言えることではないのです

が、ずっと健全財政に努めてきて、一応ほかのインフラの整備もきちっと町はして

いきているという状況のもとに役場庁舎の建て替えは大型事業の中で最後にもっ

てきているという状況の中で、今後とも健全財政に努めながら不安のないように努

めていっていただきたいと、こんなふうに考えております。 

〇議長（古越 弘君） 池田るみ議員。 

〇１番（池田るみ君） 広報やまゆりに住民説明会で皆様からいただいた貴重なご意見等

は検討を重ね、取り入れられるものは実施設計に反映しますとありますが、実際に

実施設計に反映されたものはあるのか、お伺いします。 

〇議長（古越 弘君） 尾台総務課長。 

〇総務課長（尾台清注君） お答えします。 

 基本設計の住民説明会、昨年度１０月２２日エコールみよたで開催されまして、

４３名の皆さんにご参加いただきました。当日は基本設計が完了するまでの経過と

今後のスケジュール、建設にかかる概算費用及びその設計業者から基本設計の内容

について説明をいたしました。 

 その中でいただいた質問の中には、跡地を選定する際にほかの候補地との比較、
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検討をしているかとか、都市計画、マスタープランとの整合性は図られているか、

借金の部分はどのように返済するかというようなご質問をいただいてございます。

これについては、池田るみ議員のお話のとおり、広報の方に掲載させていただいて

おります。 

 いずれにしてもここの中ではウイスキーの蒸留施設が懐かしく、非常に愛着をお

持ちのため、一部を建設の利用にしてもらいながら自然を生かした町のシンボル的

庁舎にしていただきたいと建設的な意見もいただいております。 

 そういう中で、初代のポットスチルを展示してございますけれども、当初これも

処分をさせていただこうかなと思っておりましたけれども、このポットスチルの展

示、そして蒸留器のところで使用していた赤レンガの一部を利用するほか、外壁も

貯蔵倉庫のブロックをイメージするなど、エコールみよたや周辺環境との一体化を

考慮しながら設計してまいりたいと少し変更をさせていただいてございます。 

 いずれにしても、皆さん方が心配するとおり金額が非常に重要なポイントとなり

ます。そのような中で利用しやすく働きやすく、そして町民に優しいことであるこ

とでしっかりと機能を果たす庁舎であることを心がけまして無駄を省き、過剰な設

備等や絢爛豪華な施設、建設は目指してはございません。このことはまた過日議会

の全員協議会でも基本設計のときにも説明させていただいて、ご理解をいただいて

いるところではあります。 

 また、議会の皆様からそして今建設委員会からもその辺費用の観点からも提案を

いただいておりまして、建設委員会でも防災の拠点となるという観点から考えると、

耐震ではなく免震構造ではどうだというような意見もございましたけれども、これ

は費用対効果を考え、耐震構造とさせていただいております。 

 また、什器、職員の机とかそういうものなのですけれども、これは説明資料の中

で、建設委員会の中でカタログ単価で示されてございましたけれども、これは決し

て高いものを購入するということではないかと指摘がありましてけれども、あくま

でも一般的な事務の椅子であって、特別な椅子を購入する予定ではございません。

また、実施設計では実勢価格に近い単価での見積もりとなりますので、ここで過大

な見積もりをするということはございません。いずれにしても、労働安全衛生法の

中にも、しっかりとやはり働く職場の安全と健康も確保することもひとつの目的で

ございます。 
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 庁舎の中でその辺のところもできるようなものにしながら、決して先ほども申し

ましたけれども、過大だとか過剰な設備をしないようにしていきたいと、つくって

いきたいというふうに思っております。 

 ただ、いろいろと心配なものは時間の経過とともに設備や技術が進化しながら、

施設に対するいろいろな意見が出てくるとは思います。このような中で今与えられ

た限られた予算での、現段階で最大限のものを求めて実施設計を進め、計画、建設

を進めてまいりたいと思いますので、ご理解をいただければと思います。 

〇議長（古越 弘君） 池田るみ議員。 

〇１番（池田るみ君） いろいろと精査をして、実施設計をしていただいているというこ

とはわかります。 

 今限られた予算の中でということで答弁をいただいたわけですが、この基本設計

の２６億円が限られた予算と見ているのか、このように予算を超えるようなことは

ないのか、最後にお答えをいただきたいと思います。 

〇議長（古越 弘君） 尾台総務課長。 

〇総務課長（尾台清注君） はい。今これで実施設計をさせていただいて、いろいろな費

用等々を積み上げてまいります。ここでそれは確実に堅持できるかというと、それ

は今も言いますように技術の進歩、またはいろいろなもの、基礎の中では特殊丁を

使ったりしてございます。そういう中で１００％、それを堅持しろと言われれ

ば１００％堅持してつくります。ですが、ものがどうなるかというのは私も逆に自

信がないものですから、今はそういうことでは確保はできるとは言えないというふ

うに思います。 

 でも、可能な限りこれはやっぱり守っていきたい。そうでないと歯止めがなく広

がってしまう。また大きくなった金額については、適確にご説明して、ご理解をい

ただくような形をすることが一番大事なのかなと思っております。 

〇議長（古越 弘君） 池田るみ議員。 

〇１番（池田るみ君） やはり先ほども耐震性から免震性へ変更はとかというお話もあり

ましたが、耐震性など必要なところはしっかりやっていただき、削減できるところ

はしていただき、検討を進め実施設計の方を進めていただきたいと思います。以上

で質問を終わります。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、通告２番、池田るみ議員の通告のすべてを終了します。 
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 昼食のため、休憩します。 

 午後は１時３０分より再開いたします。 

（午前１２時１０分） 

（休  憩） 

（午後 １時３０分） 

〇議長（古越 弘君） 休憩前に引き続き、本会議を再開します。 

 通告３番、小井土哲雄議員の質問を許可します。 

 小井土哲雄議員。 

（７番 小井土哲雄君 登壇） 

〇７番（小井土哲雄君） 通告３番、議席番号７番、小井土哲雄です。 

 時間が足りるか心配なので、いきなり入らせていただきます。 

 私は、今回、企業誘致に関わる町長の姿勢につきましてお聞きいたします。 

 メルシャン跡地の企業誘致に関しまして、候補となる企業から議会にプレゼンテ

ーションされ好感触を抱いているところですが、町長の手法に疑問を持たざるを得

ない部分もございます。 

 どのようなことなのかは後ほど述べますが、広報やまゆり１月号で「具体的な交

渉」とあるが、具体的とは一体何か。大いに興味がございます。 

 そこで質問としましては、候補企業とのこれまでの経緯と今後について、先にお

伺いしたいと思っているところです。 

 メルシャン跡地に役場庁舎が計画され、今まであった貯蔵倉庫の解体が順調に進

んでいるようです。新庁舎建設にあたり説明会が開かれ、その中でも、いまだに「解

体せず再利用することは考えられないか」との声もあったと聞きますが、計画の大

幅な変更に関わる経費の増額も関係しますが、メルシャン蒸留所の面影を残す意味

もあり、銅製でできた蒸留機を新庁舎敷地内に展示するとも聞いております。外観

にしましても、蒸留所をイメージしたタイル張りを想定しているとお聞きしており

ます。多少なりとも懐かしさも残しつつも、計画になりますので、町民の皆さんに

はご理解をお願いしたいと思います。 

 この解体につきましては、懐かしさもあるとは思いますが、耐震構造をすること

による大幅な経費増はもちろんのことですが、一番の問題はアスベスト材が使用さ

れており、将来的にも人的被害が出る前のこの時期が解体するにはベストのタイミ
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ングかと思いますので、繰り返しになりますが、将来を見据えた今回の計画に町民

の皆さんのご理解をいただきたいと思います。 

 この跡地利用につきましては、昨年の９月の定例会で、メルシャン跡地利用の構

想と手順につきまして一般質問の場でお聞きしております。その場で町長は、「新

年度に入ったら担当部署を立ち上げる」とお答えになっていましたので、６月定例

会のころ進み具合を聞こうと思っていましたが、具体的な状況まで進んでいるとは

思ってもいませんでした。 

 通告にあるとおり、昨年の１２月議会の１１日、議会全員協議会が開催され、そ

の中で株式会社アマナさんがお見えになり、プレゼンテーションを受けました。会

社としましてもしっかりとしていますし、業績も申し分なく、何よりもイベントと

して北海道北川郡東川町で行われている東川町国際フェスティバルをはじめ、京都

グラフィーなど多くのイベントを成功させ、何万人あるいは何十万人もの誘客に成

功し、写真だけに限らず、将来性のある企画であると、多分ではありますが、説明

を聞いた議員全員が心躍る思いであったのではと感じております。 

 今後世界へ発信するに当たり、本拠地として御代田町にぜひおいでいただきたい

と心から思いました。 

 であるなら、「町長の発言にいろいろ言わないで、黙って応援しろ」と言われる

方もいらっしゃるのでしょうが、なかなかそうもいきません。今回の件に限らず、

町長、執行部側から出されます案件に何も言わずに賛成ばかりしていて、町のため

になるのであればそのようにもいたしましょう。 

しかしながら、今回の質問では、これまでも町長が議会に対し説明をし、敵対す

ることがないよう、今後説明責任を果たすとのニュアンスの言葉を何度かいただい

ているからであり、今回もその説明のなさから不信感を抱いている議員が多く出て

いることからも、質問となります。 

 その不信感とは、プレゼンテーションを受けまして好感触を議会として持ったこ

とは事実としましても、まだ説明を受けただけの段階で、何をもって具体的という

言葉になるのでしょうか。決してアマナさんのメルシャン跡地取得に反対するもの

ではありませんが、さも決まったかのような発言に憤りを感じるところですし、１

月７日の新春祝賀会にアマナさんの社長ともう一方招待されていましたが、その中、

町長あいさつにつきましても、メルシャン跡地を購入する企業であるような紹介を
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されていたように記憶しております。そのあいさつを聞き、何人かの議員が、「ま

だ決まっていない誘致に関し、言い切っていいのか」と、びっくりしたことも現実

であります。アマナさんを新春祝賀会に招待されたことに関しても、後ほどお聞き

したいと思っています。 

 それでは、この質問を見たり聞いたりする機会があります町民の皆さんにわかり

やすくするために、最初に企画財政課長より、これまでのメルシャン跡地に関する

株式会社アマナさんの誘致に関しまして、経緯と今後ということでお知らせくださ

い。 

〇議長（古越 弘君） 土屋企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇） 

〇企画財政課長（土屋和明君） お答えをいたします。 

 株式会社アマナとの経緯でございますが、昨年８月、日付ははっきりと記憶はし

ていないのですが、８月、お盆の明けたころかと思います。そのころに私のところ

に知人から電話がございまして、メルシャンを活用して文化事業を展開したい企業

があるのだなというご紹介をいただきました。 

 日程を調整しまして、９月の初旬、たしか３日だった記憶をしておりますが、ま

ず事務レベルでお話を伺おうということで、現地を見ていただいた後、エコールの

会議室をお借りしまして、企財課の私と、それから財政、企画両補佐等で面会をさ

せていただきました。そこで、まず最初に、事務レベルでの事業展開の関係をお話

をいただきました。 

その段階で、町がメルシャン跡地を取得した当初から考えていた文化事業を展開

する事業者への売却という状況の目的とも合致をしているということで、事務レベ

ルでは判断をさせていただきまして、その後、町、理事者に対して状況を報告し、

２７年、同年の１０月９日に、町を対象とするプレゼンをアマナさんから行ってい

ただいたところです。 

その結果、先ほども申しましたが、今ある美術館棟ですとか、そういったものを

活用してアートフォト美術館を含めた事業展開を計画しているということで、町が

取得して売却先を探すはずの文化事業を展開する事業者というところに合致をす

るということで、非常に心強く思いまして、その後、町長と総務課長が上京する機

会がございまして、日程をそこに合わせまして、２人で企業訪問をさせていただい
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た経過がございます。 

その上で、町側といたしましては、これはぜひ、議会の皆さんにもご承知いただ

いて進めたいという状況の中で、先ほど小井土議員のお話の中にありましたけれど

も、１２月１１日の全員協議会で、議会議員の皆様向けのプレゼンテーションを行

っていただいたと。その後、プレゼンが終わった後、全員協議会で、町としてはア

マナさんを誘致先の企業としてお認めいただきたいという状況のことでご提案を

させていただいて、了承いただいたというふうに考えています。 

それを受けまして、今後のお付き合い等も考慮いたしまして、本年１月７日に行

われました新春祝賀式にお招きをさせていただいたところでございます。 

また、そのほかに、この２月１７日は議会運営委員会の皆様が視察研修に伺って

いただいたということで、会社の概要等について説明を受けて来られたということ

をお聞きしております。 

現在、用地取得に向けて体制整備を検討されているとのことでございまして、ア

マナ様が上場企業ということで、株主の皆様への説明や、そういったことも必要で

あるということでございますので、そういったことがクリアされた上で、今後売却

価格ですとかスケジュール等、具体的な交渉に進んでまいるという状況でございま

す。 

以上でございます。 

〇議長（古越 弘君） 小井土哲雄議員。 

〇７番（小井土哲雄君） 今、これまでの流れに関してお知らせいただきましたが、議会

全員協議会におきまして、企財課長が「エコールみよたとの文化ゾーンとしても位

置づけから考えるとまさにぴったりの企業だ」という思いを述べまして、また何と

しても誘致したいという決意に似たようなものをその会議で感じたところでござ

います。 

 この３月いっぱいで定年となることから、残念な人材でありますし、誘致に当た

りここまで道筋をつけられた企財課長には、本当に感謝しています。今後も乗り越

えなくてはならない諸問題がたくさんありますが、一つひとつ話し合いの中で解決

し、前へ前へと進み、この誘致が決まりましたら、中には「私がやった」と言う方

もいらっしゃるかもしれませんが、土屋和明企画財政課長のお手柄と、多くの方に

その功績をお伝えしようと思っております。 
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 今の説明につきましては、私ども議会の数人は、１２月１６、１７日に議会運営

委員会の視察研修がありまして、茨城県大洗町の研修が１６日にありました。つい

でですから、ほんのわずかそのお話をしたいのですが。 

 ２６日に、２月ですね。今議会に対する議会運営委員会の終了後、勉強会を開き

まして、できることから改革を始めようということで、この議会には間に合いませ

んが、６月議会より順次改革に手をつける予定となっています。できることからに

なりますけれども、そんなことで、改めて議会には注目をしていただきたいと思っ

ているところでございます。 

 その議会改革の先進地であります大洗町での研修が目的ではありましたが、その

２カ月ほど前から、ミネベアさんの東京本部と株式会社アマナさんにも表敬訪問を

計画していましたので、訪問に当たり、企画財政課長より今お聞きした部分は、先

に知らせをしていただいておりました。ミネベアさんへの表敬訪問に関しても、議

会運営委員会でミネベアさんの社長にお行き合いするには大変お忙しい方ですか

ら、日程調整につきましては、議会事務局にご苦労をいただき、有意義な懇談とな

りましたが、この部分につきましても、時間が残るようであれば町長に一言申し上

げたいことがございます。 

 本題に戻りますが、上場企業のアマナさんですから、今説明、企財課長からあっ

たとおりに、社長が取得したいとの思いはあっても、手順を踏まなくてはならない

ことが多くおありのことは理解できます。上場企業ですから、株主の了解をいただ

き、株主総会と手順を踏まなくてはならないことは、安易に想像できます。 

 ですから、気遣いをし、町としましては先走った発言や行動は慎むべき時期では

ないかと、私は思います。アマナさんにその気遣いをせず、議会に対しても何ら説

明もなく、相変わらずのスタンドプレーでは、私どもも反発したくなります。 

 そこで、町長にお聞きしますが、企財課長よりお知らせがあったこと以外に何か

裏付けがあり、具体的な交渉となったかは存じ上げませんが、具体的な交渉とはど

のようなものなのか、その根拠を教えてください。 

〇議長（古越 弘君） 茂木町長。 

（町長 茂木祐司君 登壇） 

〇町長（茂木祐司君） お答えさせていただきます。 

 まず、アマナさんから、先ほどの説明がありましたように、お話があって、それ
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で町としては、これは非常に町の将来にとって明るい事業となるであろうというこ

とを我々としても確信をして、町としてはこの株式会社アマナをメルシャン跡地に

誘致するという、これは町としての重大事業として位置づけて取り組みました。 

 この中で、私と総務課長でアマナさんをお訪ねして。それはこの企業というもの

がどういう企業なのかということを確認するには、やっぱり実際に目で見て、そし

て、肌で感じてくるということが非常に大事だと思いましたので、訪ねたわけなの

ですけれども、その中で、アマナさんに対して、この事業については町としても積

極的に取り組んでいきたいので、ぜひご協力をお願いしたいという、そういう趣旨

を伝えに行ったということです。現場を見るということと、町としての意思という

ものを社長に伝えに行ったというふうに認識をしております。 

 私としましては、先ほど議員ご指摘のように、非常に繊細な、これだけの交渉に

なってきますから、繊細な対応というものが必要だという認識のもとに、すべては

役場の中、理事者会などの集団的な議論を得て。例えば、それはどのように今、町

がこの問題に取り組んでいるのかということをどのようにお知らせしていくのか

ということで、まず新年の広報やまゆりの私のあいさつの中で、こういう。そのと

きは企業名は出しておりませんけれども、こうした写真をテーマとした企業を誘致

する、その具体的な交渉に入っていきますという趣旨の一文を書かせていただきま

した。 

 この前提となりましたのは、先ほどの１２月定例議会での株式会社アマナによる

プレゼンテーションを議会の皆様にご覧いただいて、その中で、町としましては、

このアマナの誘致というものを積極的に、具体的に進めていきたいという私どもの

問いかけに議会の皆様からも「よし」というご了解をいただいたという前提のもと

に、その広報に発表する。それから、アマナさんを私ども訪ねたときに、「ぜひこれ

からいろいろなお付き合いになってきますので、新春祝賀会というものがあって、町

の中のいろいろな有名な方々がお集まりになるので、ぜひそこにご出席いただけま

せんか」というお話をしたところ、快くお引き受けいただいて、新春祝賀会にもご

出席いただいたということです。 

 ですから、私としましては、この事業を進めるに当たって、そうした非常に上場

企業という、いろいろなハードル。この事業を進める上での、企業の内部のハード

ルというものもあるわけで。ですから、一つひとつのことについては、アマナさん
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に対してもご了解をいただきながら、また役場の内部でも集団的な議論をした中で

慎重に行い、そして、新春祝賀会では、ここでは名前を出した方がいいだろうとい

う、役場内部での議論の中で、私の新春あいさつとして株式会社アマナの名前を出

させていただいたという経過にございます。 

 具体的な交渉とは何かということをいいますと、既に企画財政課長が説明したと

おり、事務レベルのところからの議論が具体的な交渉ということになっております

し、先ほどの説明にもありましたように、上場企業ということから株式、役員会、

あるいは株主総会などのハードルを越えていかなければなりませんので、現在それ

を株式会社アマナでは社長を中心に取り組んでいただいているところですので。具

体的な用地購入価格でありますとか、この写真をテーマにしたアマナの構想は非常

に大きなもので、写真を展示するミュージアムだけではなくて、町を上げてのフェ

スティバル、写真フェスティバルという、ここに今までの写真にない、こうした事

業にないダイナミックな取り組みがあるわけですので、そういう。ただ用地を売れ

ばいいとか、そうすればいいだけではなくて、例えばそういう写真フェスティバル

などのときに町がどのように関わるか、また、町内の企業などがどのように関わる

のかというような調整というものも、この事業の成功のためには必要であるという

ふうに思っています。 

 そういう意味で、具体的、個別的な交渉をするという内容は、そういう内容とい

うことでご理解いただきたいと思います。 

 以上です。 

〇議長（古越 弘君） 小井土議員。 

〇７番（小井土哲雄君） あのですね。そういうフェスティバル、町がどういうふうにし

て交渉するとか、それは決まった後の話、まだまだ夢物語の話なのですよ。そうい

うものを含めて具体的という意味が、私にはさっぱりわかりません。 

 事務レベルの交渉とおっしゃいました。それが具体的とおっしゃいました。その

日本語は私には理解できません。事務レベルで何かこういう話をすれば、もうそれ

は具体的な交渉という捉え方なのでしょうか。 

 ほかにもいっぱいあります、今のお話を聞いていて、おかしな部分が。ただ、そ

れに食らいついていると時間がなくなってしまうので進めますけれども、町報やま

ゆり１月号の発行日が１２月２５日でしたので、議会にプレゼンテーションをされ



 

１５５ 

た１１日から原稿の締め切り日を逆算しますと、約２週間あります。通常の発行１

カ月前の１１月２５日が原稿締め切りとなると、まさか議会に説明があった１２月

１１日の前に１月号の新春あいさつを書き終えていては問題と考え、執念深く広報

担当に聞きました。締め切りは１カ月前ですが、校正を二度、三度と行い、町長の

原稿差しかえが１２月１１日の議会全員協議会、つまりプレゼン後にされたようで

す。まさか、またもや先走ったことをしていないか調べた結果、アリバイと申しま

すか、裏付けがとれました。やまゆりの内容が議会の好感触との報告もあるので、

早い時期に町民の皆さんによい報告ができるかと思います。 

 この程度の候補企業に気遣いを感じる抽象的なあいさつであれば、私としてもそ

れなりに理解を示したかもしれませんが、具体的にとなりますと、何が具体的なの

か興味があるところでございます。 

 今の町長のお答えがさっぱり私にはわからないのですが、「具体的」と辞書で調

べますと、「形を備え、存在が感知できるさま、一般的という意味での抽象的に対

し、具体的、個別的なさま」、「具体的な例を示す」とか、「具体的に説明する」と

か、そんな使い方になると思います。 

 今の町長の答弁では私は理解できないのですが、再度具体的とは何か、具体的に

教えてください。 

〇議長（古越 弘君） 茂木町長。 

〇町長（茂木祐司君） 具体的とは、その企業がこの土地を購入して、そこで事業を展開

しようとする意思があるかどうかということが一番の具体的な作業になってくる

かと思います。  

〇議長（古越 弘君） 小井土哲雄議員。 

〇７番（小井土哲雄君） これ、繊細な時期なのですよね。その部分も後ほど書いてある

のですけれども、「繊細な対応が必要な時期」ということは、町長もおっしゃって

いました。でも、先ほど「慎重に」ともおっしゃっていました。意思があるかない

か、これが具体的。相手が意思があれば、もう具体的、さあ、困ったね。 

 何か、では、御代田町がとんでもないものを言われても、「そういうことをやり

たい」という意思を出されたら、それはもう具体的な交渉になるのですか。あり得

ないですね。精査して、相手の都合も見て、今回でいえば株主総会も通らないうち

にアマナさんが、何ていうのですか、行動がそんな簡単に出せる状況ではない。そ
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れも、私は決して反対しているのではないですよ。ぜひおいでいただきたい。後ほ

ど同じ繰り返しの文章が書いてあるのですけれども、そういう気持ちには間違いな

いのですよ。 

 ただ、言葉では「慎重にやらなければいけない」、「乗り越えなければいけないハ

ードルもある」、「繊細な対応が必要」、さっき町長が言った言葉ですよ。で、積極

的に来ていただきたいという気持ちを伝えるのはいいですよ。でも、それは具体的

とは違うのですよ、日本語の取り方として。 

 またここでやりとりをやっていると時間が間に合わないので、同じようなことを

また繰り返しになっているかもしれませんけれども、ちょっと進めさせていただき

ますね。 

 町報やまゆりですが、町民の皆さんに対し希望を持っていただく新春あいさつに

したいとの考えはわかります。しかしながら、議会が好感触であるということは間

違いございませんが、まだまだ繊細な状況の中、ドカンと大きな花火を打ち上げま

したが、「相手があってのことでありますから、気遣いが足りないのでは」と何人

かの議員もおっしゃっているのが現状でございます。 

 上場企業ですから、株主に対して説明をし、株主総会を経て、正式に町に対しま

して、土地、建物の購入希望となるのが普通の流れです。町長が発射ボタンを押せ

る状況ではありません。相変わらずのスタンドプレーと言わざるを得ません。 

 この件は、これからも何度も話し合いの場が持たれるのでしょうが、議会としま

しても、へそを曲げて今後に影響を及ぼすことがあってはならないと感じています

し、そんなちっぽけな考えの議員はいないと確信しております。 

 時期的に町長は慎重にこの誘致に関し当たらなければいけない中、議会に納得い

く説明もなく、浮かれているようにもお見受けします。と言いますのは、新春祝賀

会におきまして、当然最初にあいさつがございます。先ほど町長がおっしゃってい

ました。そこで、正確には覚えていませんが、メルシャン跡地に誘致する可能性を

秘めた企業としての紹介であったか、アマナさんと会社名を挙げての紹介であった

か、私は記憶がなかったのですが、今の町長の答弁を聞きますと「アマナさん」と

おっしゃったらしいですね。その候補企業の方がお見えですと紹介いたしました。 

 その言葉を聞いて、「えっ」と思いました。何人かの議員は３週間ほど前にプレ

ゼンを受けただけなのに、さも決まったかのような紹介に受け取れ、これは以前で
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あるなら「じぇじぇじぇ」、最近では「びっくりぽん」、これは茶化しではなくて、

本当にびっくりしたのですよ。びっくりしました本当に。 

 そこで、関連になるかもしれませんが、新春祝賀会に本年も多くの方が招待され

ました。ほとんどの方は例年と変わらないメンバーだったと思いますが、当然新た

な招待客としてアマナさんもご出席いただいております。町長個人の考えで招待し

たいとの、失礼ですが軽い考えでお決めになったのかと思いますが、先ほどの企財

課長の話を聞けば理事者会で諮ったのかなという気もしますけれども、時期的には

まだまだ町民感情にも配慮が必要なこの時期に、一方的にお呼びしてよいものかと

疑問を感じます。 

 一方的とは、アマナさんも招待されれば、町と議会にプレゼンもされていますか

ら、安易に断ることはしないでしょう。また、新春祝賀会がそれぞれの企業さんも

招待され、毎年行われていることも御存じないと思います。ですから、招待状と申

しましょうか、知らせがなければ、それまでのことかと思います。 

 今回、なぜこの時期にアマナさんを招待されたか、先ほども多少あったのですが、

再度お聞きしたいと思います。 

 あわせて、時間が余るようでしたら、招待するに当たり、副町長、総務課長に相

談したかも、どんな相談をしたのかもちょっとお聞きしたいと思いますが。 

 なぜ、この時期にアマナさんをご招待されたのか、町長にお聞きいたします。 

〇議長（古越 弘君） 茂木町長。 

〇町長（茂木祐司君） この間の私どもの株式会社アマナとの対応につきましては、関係

する課長なりとそれぞれ相談した中で、私のスタンドプレーではなくて、一つひと

つ相談した中で、広報に対する記事、それから新春祝賀会に対する対応、こうした

ことを協議の上、実施をしております。 

    また、この新春祝賀会のご案内は、ただ通知を申し上げただけではなくて、総務

課長と私がアマナを訪ねて、社長ほか関係者と懇談した際に、「こういうことがあ

るので、ぜひご出席いただけませんか」ということで、新春祝賀会の内容について

もお話をしていたというふうに記憶をしております。 

    ですから、何か議員のご指摘の点は、私がスタンドプレーでやったのではないか

ということをおっしゃっているのかと思いますけれども、そうではなくて、組織的

な対応としての一つひとつの積み上げということになろうかと思います。 
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    たしかにプレゼンテーションを受けて間もない新春祝賀会で、社長が来ていたと

いうことに違和感を覚えたという皆様のご指摘ですけれども、私どもは、この株式

会社アマナの社長ほか関係者とは、非常に、特に社長さんの、このメルシャン跡地

への事業の展開ということに非常に強い思いを持っていまして。というのは、この

社長さんそのものが御代田に近い軽井沢に別荘をお持ちで、メルシャン美術館をや

っていた当時からよくこのところに来ていて、この場所に対する思いというものが

非常に強いというお話をされまして。この社長さんの、したがって、ここへの事業

展開については非常に熱い思い、強い思いがあるということを何度か私どもも確認

をさせていただいておりますので、私どもとしては、なるべく早くの事業の実施と

いうものを考えて、アマナさんにも了解をいただきながら、早目の対応ということ

でさせていただいております。 

以上です。 

〇議長（古越 弘君） 小井土哲雄議員。 

〇７番（小井土哲雄君） 強い思いがあるのは、私たち議会も同じでございます。 

    早い時期にとか、慎重に、またその中では具体的に、繊細な対応が必要、でも積

極的に、難しい時期だからそういう言葉になると思いますよ。 

ただ、私が思うのは、先ほども話ありましたけれども、まだ社長さんは、一部の

役員の皆さんの意見は、我々にも伝わっていますし、町部局にも同じような説明で

あったとは思いますよ。その強い意思は、私たちもわかっているのですよ。 

 ただ、企業さんに気遣いをするのであれば、まだまだこれが、さっきも言ったの

ですが打ち上げ花火、こっちがボタンも握っているわけではないのですよ。相手企

業が本当に繊細なものをいくつもいくつも乗り越えて、最終的に町との契約、売買

契約といいますか、の手順になるのが普通の流れなのですが、何かそういう気遣い

を全くしないで、「もう決まっている。来るんだ」みたいな言い方を実は、１２月

の暮れ、聞いた話ですけれども、民生委員の会合があった場でも、さもアマナさん

が来るというような町長がごあいさつをされていたということも耳に入っており

ます。 

 まず、それを確認させてください。 

〇議長（古越 弘君） 茂木町長。 

〇町長（茂木祐司君） 申しわけありません。それについては全く記憶もないですし、原
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稿もありませんので、申しわけありません、何とも言えません。 

〇議長（古越 弘君） 小井土哲雄議員。 

〇７番（小井土哲雄君） 最近流行りの国会の答弁みたいな感じですね。記憶になければ、

私が聞いた方のことを信じて、私は言うしかないのですけれども、「まずいんじゃ

ないの」と。何か話を聞けば、「まだそんな時期ではないのに、町長あんなことを

言ってまずいんじゃないの」という感覚ですよね。町長がそういうことが記憶にな

い、お得意な性格といいますか、お得な性格ですね。をなさっているようで。そう

いうことは今までも何回もありますから、熱くなりませんよ。 

 それはそれとして、そういうふうに自然に出てしまうのですよ。自然にね。順番

は関係なく、思いがぽっぽっと。御代田町のトップとして、それはいかがなもので

しょうかねと、私は考えます。 

 まだあるので、副町長、総務課長、後でお聞きしますけれどもね。勝手に私の思

いを言いますと、副町長、総務課長は、アマナさんに対し気遣いの部分を感じ、「今

回は見送った方がよいのではないですか」とか、「議会に対してもまだ好感触とは

いえ、この段階で招待するには時期が早くありませんかと問題視される可能性があ

るのでやめましょう」、こんなアドバイスを町長を支える立場としてご忠告いただ

きたかったなと、私は感じております。 

 気遣いの部分でいいますと、１月７日、新年祝賀会当日は臨時議会があり、その

後、議会全員協議会も開催されました。町報やまゆりには、「どうしても誘致した

いとの思いからこのような文章を載せましたが、ご理解いただきたい」程度のお話

が臨時議会では話しづらいと思いますが、その後に全協が開催されているわけです

から、そんなお話があれば今回の質問になったかならなかったかという感じですよ

ね。議会に説明するチャンスはいくらでもあったわけですが、当然のごとく議会に

は何も知らされず、混乱を招く結果となり、残念であります。 

 それはそれとしまして、アマナさんの誘致に関しましては、大歓迎であります。

あくまでも町長の手法に繊細さのなさ、議会軽視を感じましたので、苦言を言わせ

ていただきました。 

 戻りますが、もう１つ町長に苦言を言わなくてはなりません。祝賀会当日ですが、

町長はアマナさんを多くの方に紹介し、会場を回っておられました。アマナさんを

どのようなポジションで紹介したかは存じ上げませんが、祝賀会ですから、お酒も
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入るとはいえ、町のトップとしてあまりに失礼な紹介をされていました。 

 それは、テレビ西軽の石川さんを紹介されたときのことですが、ご自身のパフォ

ーマンスに酔っていたか、お酒に酔っていたかははかり知れませんが、「偏った放

送をする社長」と紹介したようでございます。とり方によれば、お酒が入り、本音

が出たのかとも言えるかもしれませんが、居酒屋で飲んでいるときと違い、酒の席

とはいえ、公式行事の場で軽率な発言であったと思います。 

 当日の生放送は、石川さんもお酒が入っていましたので、翌日の生放送で「こん

な紹介をされた」と憤慨していたようでございます。この件についても、ご記憶が

あるようでしたら、一言いつか謝った方がよろしいのではないでしょうかね。 

 他の招待者にも、「アマナさんがメルシャン跡地に来てくれます」とか、「来ます」

といったような紹介をしながら、町長は祝賀会会場を回っていたようですが、それ

も軽率な行動かと私は思います。まだまだ全然決まっていないのですよ。メルシャ

ン跡地への企業誘致は繊細な案件ですので、関係者には気配りが必要であります。 

 町長は、ぜひ、いい企業ですからね。来てもらいたい、また、「来たい」という

お言葉をもらえば、もう来てもらったような気になって、町民の皆さんに希望を持

てるような新春あいさつを書きたいという思いがあるから、期待も込めて過大な表

現になったかと思うのですけれども、ただその思いと繊細さというのは、これ本当

に微妙なところで、相手を思うのだったらもうちょっとそんな大体的にやる時期で

はなく、様子を見て、議会と一致団結して、企画財政課長の土屋課長がここまで道

筋をつけたものを何とか成功に持っていくように一致団結しなければいけない、そ

んな時期かと思います。 

 ただただ、町長の身勝手という言葉が適切かわかりませんけれども、議会に対し

ても感情的になるような言動、行動をおとりになっていて、それではこの件に限ら

ず、すべてのものがいい方向にいかないのではないでしょうか。「説明責任」と町

長よくおっしゃいますけれども、決して町長が説明責任を果たしているかのように

は思えません。 

 あと、その気遣いといえば、これはコピーしたものなのですけれども、２月１７

日になりますが、これは信毎の記事ですね。ミネベア統合後も御代田町が支援とい

うことで、２月１９日版ですけれども、２月１７日になりますが、ミネベア東京本

部に数カ月前から議会運営委員会として表敬訪問をしたいとの意向で、段取りを事
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務局に骨折りをいただき、ようやく日程が決まりました。１９日の信濃毎日新聞に

紹介されています。 

 そこには、「町側が懇談を申し入れた」とありますが、２カ月前からうちの事務

局、またミネベア本部の事務局同士で連絡を取り合い、ミネベア貝沼社長のスケジ

ュール調整で、やっと１７日に時間がとれるということになり、お会いできること

に胸をなでおろしていましたが、１カ月ほど前に町長も行くことになったと総務課

から議会事務局に話がありました、一方的にです。議長、副議長と、議会運営委員

長の私と事務局で、当然話し合いの場をもちました。貝沼社長のスケジュールに合

わせるようにこちらも調整してきましたが、いきなり町長も行かれることに戸惑い

つつも、表敬訪問で懇談となれば議会と町側が一緒の方がより効果があるとの判断

から、ご一緒することになりました。私ども議運からすると、後出しジャンケンで

あるにも関わらず、ここでもこちら側が用意した計画に乗せてもらうという表現が

適切かは別として、議運に対し何の言葉もございません。私どもも大人ですから、

町長が行かれるとなれば、町長の話が中心になり、議会運営委員会としての懇談で

はなく、議長、町長が主となることは理解しました。にも関わらず、町長は当たり

前と思っているのでしょうか、ねぎらいの言葉、お礼の言葉がございません。段取

りをしたのは議会側なのです。私は、そういう方だと判断していますからいいので

すが、町のトップとしてあいさつ、お礼が言えない状況では、この先が思いやられ

る部分もございます。 

 議運で懇談の申し込みをしたのに、町側が懇談を申し入れた、これは町長の責任

でも何でもなく、この記者が勘違いしたのか何だかこういう記事になったかと思い

ますよ。かばって申し上げれば。我々がセッティングして、町長が一緒に行くよう

になった、それを「鳶が油揚げ」という感覚ですか。 

 そんな中でも、懇談がミネベアさんの発展、町の発展につながる有意義な場であ

ったと感じますので、町長には言い足りませんが、これは大人の感覚でよしといた

したいと思います。 

 早口で言って、時間が余りましたので、副町長、アマナさんをご招待するに当た

ってどんなアドバイスをしたのかお聞かせ願いますか。 

〇議長（古越 弘君） 渡辺副町長。 

（副町長 渡辺晴雄君 登壇） 
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〇副町長（渡辺晴雄君） お答えいたします。 

 アマナ新春祝賀会への招待につきましては、起案文書という形で回ってきており

ます。経過につきましては、企画財政課長申し上げましたとおりでございまして、

アマナさんとの交渉を更に進めていくという流れの中で、適当なことなのではない

かなというふうに判断いたしましたので、それについて特に時期が早いのではない

かといったようなことは考えてはおりませんでした。 

 小井土議員がおっしゃられるとおり、非常に難しい部分もあるかと思いますので、

そういった部分で企業側に無理がかかるというようなことがあれば、そういったこ

とも申し上げてまいりたいと思っておりますが、先ほど町長も申し上げましたとお

り、組織的な議論を積み上げる中で、また議員の皆様方に説明をする中で進めてま

いったということで、更にそれを進めてまいりたいということで考えております。 

 以上でございます。 

〇議長（古越 弘君） 小井土哲雄議員。 

〇７番（小井土哲雄君） せっかくですから。総務課長も一言もらえれば。 

〇議長（古越 弘君） 尾台総務課長。 

（総務課長 尾台清注君 登壇） 

〇総務課長（尾台清注君） 新年の祝賀式の招待に当たっては、事務局を私の方で担当さ

せていただきますので、ちょっと本当に悩んだところではございます。既存の既に

進出されている企業の皆さんについては、当然今までどおりの従前の形ですのでよ

ろしいので、アマナさんはまだこれから微妙なところだというところもありました

ので、副町長も申し上げたとおり、上に協議の場をつくりまして、そのような中で

ご通知を差し上げてございます。 

 １つ、町長の話の中にありました、アマナを訪問したとき私も同行させていただ

いておりますけれども、このときは、実は会議等が２つございました。 

１つは、厚生労働省に職員を派遣しておりますので、一番のメーンはそちらの話

で、私と町長で厚労省に行って、その人事の関係の話をさせていただくことでござ

いました。 

２番目に、端的に言いますと、佐久の市長がやっております水サミットの全国版

の大会がございましたものですから、こちらに行かせていただいて、その後に、そ

ういう関係もありましたので、私も同行させていただきまして、町長の話の中にも
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ありましたように、アートフォトとか、実際のアマナさんの会社の理解を深めるた

めにということで訪れさせていただきまして、私もいろいろとアートフォトという

のをお知らせいただいたところでございます。 

そういうことの中で、新年祝賀式につきまして、誠に申しわけないのですが、小

井土議員のお話にもありましたけれども、当日ちょっと私体調を崩しておりました

ので、その実際の会場の雰囲気のものについては把握してございませんけれども、意

図とすれば、全体として立ち上げた中でご招待をさせていただいたということでご

ざいます。 

以上です。 

〇議長（古越 弘君） 小井土哲雄議員。 

〇７番（小井土哲雄君） 副町長あるいは総務課長の立場からしますと、町長をある意味

守るという立場になるかと思います。すべてに対しましてイエスマンであるとは思

っていませんし、ときには注意と申しましょうか、助言ももちろんあることは存じ

上げているところですが、今回につきましては、その助言が必要な時期ではなかっ

たかなと、私は感じています。 

 これまでの議会と町長のやりとりなど、さまざまな部分がありますから、そうい

う内容をご理解していただいておれば、一言「今回まだ早いんじゃないの」とか、

「問題になる可能性がありますよ」というような。問題になるからやめろという、

そういう簡単な意味ではないのですけれども、私とすれば今回は避けていただいた

方が、相手に対する気遣いも考える中で、こっちが勝手に来ていただきたい、すば

らしい企業である、すばらしい企画であるということは私たちも了解しているので

すよ。ただ、あくまでも手法がスタンドプレー的になって、それでは違うでしょう

と。町のトップは、よく町長が言う説明責任とか、今回もなさっていないのですよ。

ですから、そういうところを私は指摘して、より中身のある町政にしなければいけ

ない、そんな思いもあってのことではあります。 

 皮肉になってしまうかもしれませんけれどもね、「記憶にありません」というよ

うな言葉になってしまうと、今後町長のお話がどこまで覚えているか、ちょっと不

安なところがあるのですけれども。 

 これ、新春あいさつのコピーですけれども、「これまで町は新たな企業を誘致し

て、多くのお客様に来ていただけるような文化的な活用を模索してきました」。こ
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れまで、私は４月から新たに部署をつくると聞いていましたから、「これまで」っ

て、町だからそんな４月と決めなくても、普段動いてはいると思いますよ。「模索

してきました」と言うのだからしたのでしょうけれども、どんな模索をしたのでし

ょうかね。この辺も言葉巧みに何か使っていらっしゃって、本当は裏付けがないの

ではないかなんて、申しわけないですけれども、疑った目で見る部分もございます。 

 時間がそろそろになりますので、しまいますが、最後に、今回の件に限らず、多

くは担当部課長が頑張って町長を支え、この町が成り立っているといっても過言で

はないと思います。この３月いっぱいで退職される課長級職が６人おられると思い

ますが、「皆さんのおかげで助かりました」と私の手柄のように言っていますが、「す

べては皆さんのおかげです」と、ねぎらいの言葉を述べていただきたいと申し上げ、

私の質問を終わります。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、通告３番、小井土哲雄議員の通告のすべてを終了します。 

 通告４番 市村千恵子議員の質問を許可します。 

 市村千恵子議員。 

（１２番 市村千恵子君 登壇） 

〇１２番（市村千恵子君） 通告４番、議席番号１２番の市村千恵子です。 

 ２点、お聞きいたします。 

 １点目は、「今年度実施予定の事業内容は」と、２点目、「グリーンベルトの設置

で歩行者の安全対策を」についてであります。 

 まず、１点目の、「本年度の実施予定の事業内容は」についてでありますけれど

も、平成２８年度、今年度というのは、第５次長期振興計画の初年度であり、町長

の招集あいさつにもあったように、地方創生元年と位置づけ、人口増対策、産業経

済の振興による地域活性化など、町の底力をつけるための取り組みを始めていくと、

招集あいさつでもありました。 

 こうした位置づけの２８年度予算の編成方針については、昨年の１２月議会の一

般質問でお聞きいたしました。その中で、これまで取り組んできた事業の成果を生

かし、当町が目指す町の実現のためにも、第５次長期振興計画及び総合戦略に掲げ

る事業について、有利な財源の活用や、新たな財源の確保を積極的に行うとともに、

事業の手法など、創意工夫を凝らして確実に実施することと、こういうことで職員

へは予算編成の指示を出したとの企財課長の答弁でありました。 
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 また、この中で、基本事項としては、まず長期振興を遵守する、それからまち・

ひと・しごとの創生に向けて、施策を展開する。第２期都市再生整備事業、これは

２６年度を初年度とする５カ年計画の計画で、３０年度までですが、これを継続実

施する。それから子育て支援事業を始め、福祉の充実を図る。役場庁舎の整備、新

クリーンセンター整備の大型事業を進める。この５点を掲げているとのことであり

ました。 

 長期振興計画の超長期目標は、前回、前々回と同様に、「２万人公園都市」とし

ています。人口減少社会という厳しい現実の中で、人口増加に向けて取り組んでい

くわけですが、今まで実施してきた事業を継続、充実する中で、構想の実現を目指

して、着実に歩みを進めていきたいと。また、地方創生に向けた新たな事業を積極

的に展開していきたいということを述べられた訳です。 

 それで、今年度の、２８年度の予算案が提案されているところであります。新年

度の重点事業は、この大きな継続事業、そして第２期の都市再生整備事業、整備計

画事業と地方創生に向けた総合戦略を既に実施、着手したものも含めて、できるこ

とから積極に進めて実施していきたいとのことでありましたので、この大きな事業、

先ほど来、本会議の質疑でもありましたので、役場庁舎については、かなり説明を

されておりますので、この大きな継続事業の新クリーンセンター、これについて、

現在、今年度どのような形で進んでいくのか、その点についてお願いします。 

〇議長（古越 弘君） 荻原町民課長。 

（町民課長 荻原 浩君 登壇） 

〇町民課長（荻原 浩君） それでは、継続事業でございます、新クリーンセンター整備

事業の新年度実施予定の事業内容について、お答えいたします。 

 平成２８年度の当町の分担金総額は、予算書にもございますとおり、７，９２９

万６，０００円というふうになっております。そのうち、７，１５４万２，０００

円は、温浴施設整備に対する負担分でございます。温浴施設の整備費は、全体事業

で１８億９，４３７万円ということで、こちらの事業費の約３．７８％でございま

す。温浴施設は、本年の１２月に竣工予定となっており、２８年度限りの負担では

ございますが、現在施工中でございますので、確定額ではございません。今後、工

事の状況によっては、増減の可能性があることをお含みいただきますよう、お願い

をいたします。 
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 温浴施設のほかに、ごみ焼却施設の整備費分につきましては、佐久市北佐久郡環

境施設組合に対する国庫補助金が１億７３１万３，０００円ですとか、組合自体の

起債が３億９，６２８万円等々がございまして、これらを組合自体が活用すること

によって、組織市町の負担軽減及び負担の平準化を図っているため、当町の負担金

は、４０２万３，０００円、来年度は４０２万３，０００円となっております。こ

ちらは、実績割が９０％、均等割が１０％と定められておりまして、施設整備費全

体の６．８９％の負担となっております。 

 ２８年度の組合の方の主な工事の内容は、施設用地の造成工事、こちらは組合予

算で３億９，３４８万円の着手完了と、施設建設工事の一部分、組合予算では１億

３，１７０万円及び取付道路、組合の方の用地の取付道路等の付帯工事、これが組

合予算で１，１６８万７，０００円と、こういった事業に着手するという組合の予

定となっております。この合計の事業費の国庫補助金ですとか起債を引いて、残り

の６．８９％で４０２万３，０００円の負担分ということでございます。 

 また、組合運営費に対する当町の負担分は３７３万１，０００円で、こちらは組

合の方の議会費、これが１４８万円ですとか、組合職員の人件費、事務費等の総務

費７，４１３万円、こういったものに対する当町の負担分で、これは毎年の事務的

経費にかかるものでございます。こちらは実績割１００％ということが決められて

おりまして、全体額の４．８７％となっております。この３本の組み立てで、来年

度の予算、負担額が組まれておりますので、よろしくお願いします。 

〇議長（古越 弘君） 市村千恵子議員。 

〇１２番（市村千恵子君） 先ほどの町長の説明の中で、その今予算的なものはわかった

のですけれども、これから地元の平根地区とそれから面替区との地区協定ですか、

というような運びになっていくというお話もあったのですが、その日程といいます

か、大体のというのは、おわかりでしょうか。 

〇議長（古越 弘君） 荻原町民課長。 

〇町民課長（荻原 浩君） 施設の建設同意に当たります地区協定の状況でございますが、

面替区につきましては、区民総会で承認を得まして、区民の方々の、やむなくとい

いますか、いろいろな思いはあるところではございましたが、同意はいただいてい

るところでございます。 

 平根地区につきましては、佐久市分の平根地区につきましては、３月３日だった
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と思いますが、その夜、平根地区の対策協議会が開催されまして、そちらで地区協

定の同承認を得たということで、３月１０日になりますが、３月１０日の午後、平

根地区と組合との地区協定の調印式、同じく３月３日、同じ日なのですが、面替区

と組合との調印式が午後予定されております。現在のところ、そんな状況になって

おりますので、３月１０日を過ぎたところで、いよいよ来年度の事業に具体的に着

手できるような運びになるという予定でございます。 

〇議長（古越 弘君） 市村千恵子議員。 

〇１２番（市村千恵子君） 今、クリーンセンターの進捗状況といいますか、今後のスケ

ジュールも若干お聞きできて、造成にこれから入っていけるのかなということで、

ひと安心しているところであります。 

 この新年度の重点事業の中で、継続ということで、大きな事業として先ほどから

言われているその新庁舎建設、そして今のクリーンセンターということでありまし

た。 

 次に、この大きなものでありますけれども、今年度がそのまちづくり交付金から

都市再生整備事業に変わってきて、今度は２期目ということでありますけれども、

この都市再生整備事業の主な今年度の事業内容についてをお願いしたいと思いま

す。 

〇議長（古越 弘君） 土屋企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇） 

〇企画財政課長（土屋和明君） お答えをいたします。 

 第２期都市再生整備計画事業の内容でよろしいですね。 

 この事業で、当初予算に計上した事業といたしましては、東原児童館の建設、そ

れから南浦３号線、上ノ林児玉線、塩野御代田停車場線の用地取得など、４事業を

予定して計上してございます。ただし、国に対しましては、東原児童館道路事業な

ど計１１事業を概算要望しております。 

 午前中の池田議員の質問にもありましたけれども、計上はしましても、なかなか

国費がつきづらい状況が続いておりまして、要望は１１事業で、事業費は６億

６，０００万円の要望はしてございます。ただし、この中で概算要望どおりの決定

は非常に難しいというふうに考えておりますので、優先順位の高い先ほど申し上げ

ました４事業を、当初予算に計上したところであります。国費の決定状況を見て、
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他の計画事業のうち、実施が可能となるものを補正で対応させていただきたいと考

えておりますので、ご了承をお願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 大井建設水道課長。 

（建設水道課長 大井政彦君 登壇） 

〇建設水道課長（大井政彦君） では、事業課の方から、もう少し詳細にご報告いたしま

す。 

 代表的な４事業のうちの１つではあったのですが、この第２期都市再生整備事業、

整備計画事業ですか、平成２６年度から３０年度までの５か年計画で進めている事

業でございます。 

 「安全、安心して暮らせる定住基盤の形成、災害に強い安全な街づくりを進める

とともに、子どもがいきいきと育つまちづくり」をスローガンとして、道路や公園

を建設水道課の方では所管しているわけでございます。 

 第１期、いわゆる「まちづくり交付金事業」と昔は称していたものですが、そち

らの事業からの継続が、５路線ほどございまして、先ほど企画財政課長からの要望

は１１路線、だからあるのですけれども、まだ更に、５カ年で実施していかなけれ

ばいけない道路事業は、１２路線ほどございまして、なかなか国というか、政府の

国庫補助金がつきにくい状況ではありますが、この第１期都市再生整備計画事業５

路線につきましては、上小田井雪窓線、いわゆる平和台地区の中の魚富さんから

佐々木整骨院さんの手前まででございます。それと、２路線目は、児玉荒町線、つ

くしんぼ保育園からアルル様、１６０ｍ区間です。一部、２７年度は工事の方を実

施してまいりました。上ノ林児玉線、こちらは児玉地区の緑が丘西の交差点、記念

病院の方に入っていく交差点ですね、ここから上ノ林霊園までの区間でございます。 

 ４番目といたしまして、塩野御代田停車場線、こちらは役場からエコールみよた

の北側、交差点までですけど、それと５番目に、塩野区内線でございますが、昔の

旧主要地方道小諸軽井沢線、浅間神社から遠藤板金さんまでの５路線でございます。

それと併せて、新規の７路線といたしまして、広戸御代田停車場線、こちらは広戸

集会所を東から農集配の処理場までの間でございます。 

 ２番目といたしまして、東林大林線、児玉地区世代間交流センターから雇用促進

住宅の西まで、それと上ノ林大久保線、こちらはしなの鉄道のガード下から雪窓向

原線です。４番目といたしまして、久能梨沢線、豊昇地区世代間交流センターから
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豊昇神社、南浦３号線、こちらは旧メルシャンの北側、新庁舎、役場新庁舎北側か

ら御代田佐久線までの間、６番目として、中篭駒込線、西駒込線、塩野地区世代間

交流センターから浅間サンラインまでの間、それと７番目といたしまして、三ツ谷

清万線で昇龍公園から旧一里塚公民館前ということで、整備を計画していたわけで

すが、それと、公園事業といたしましては、龍神の杜公園の園路、延長３６２ｍの

整備を計画しているところでございます。 

 ２８年度につきましては、役場新庁舎建設計画地北側の南浦３号線の用地測量と

保償物件調査、約３００ｍ区間ですが、それと役場西側の道路、塩野御代田停車場

線の保償物件調査の１件を実施する予定でございます。 

 用地買収と保障契約等におきましては、塩野御代田停車場線のその１件と、児玉

地区の緑が丘西の交差点から上ノ林霊園までの上ノ林児玉線の６件、それと南浦３

号線の４件分の用地買収の方を進めていきたいと考えております。 

 道路改築の工事につきましては、一昨年あたりから非常に各市町村での要望路線

が増加しておりまして、交付申請額がその飽和状態にあるというようなことも聞い

ております。更に橋梁等そのほかの公共土木施設の長寿命化事業、それと災害復興

費等、そういったことも影響してか、２７年度では市町村の要求額に対して、国土

交通省の交付額が３割程度まで抑えられているということから、その工事の見通し

が立たず、今回、予算計上してはおりませんが、既に実施設計や用地の取得をして

いる平和台の魚富さんから佐々木整骨院さん手前までのその上小田井雪窓線、それ

とつくしんぼ保育園からアルル様までの児玉荒町線等、それと広戸集荷場東から農

集廃処理場までの広戸御代田停車場線、児玉地区世代間交流センターから雇用促進

住宅西までの東橋大林線の４路線と、龍神の杜公園の園路整備の工事の要望、交付

申請を行う予定でおります。 

 国土交通省のその交付金内示額の結果によって、限られた財源の中で優先度の高

い路線から予算補正によって実施していきたいというふうに考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 荻原町民課長。 

〇町民課長（荻原 浩君） それでは、第２期都市再生整備計画事業のうちの東原児童館

の新築事業について、私の方からお答えをいたします。 

 来年度、新年度の予算につきしては、工事費が１億４，５００万円、施工監理委
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託料が３７８万円、関連備品の購入費が、開館準備に向けた関連備品の購入費が

３００万円というふうになっております。 

 あと、３月２日に用地の引き渡しを受け、実施設計委託業務につきましては、今

年度中に完了する予定となっておりますので、できれば６月議会の定例会に契約議

案をお願いいたしまして、それから来年３月に完成、来年の４月からは小学校高学

年の児童も受け入れてまいりたいというふうに考えております。 

〇議長（古越 弘君） 市村千恵子議員。 

〇１２番（市村千恵子君） 今の第２期の都市整備事業内容については、本当に多くの、

５年間で１２路線ということで、今回は１１事業を上げているけれども、どの程度

交付金がつくかによっては、優先順位をつけた中で進めていくというお話でありま

した。 

 本当にこの財政というのが非常に大変な状況で、ついてくれば、どんどん仕事が

できるのでしょうけれども、なかなかその財政がついてこないという中で、もう本

当に、いかにやっていくかというのが皆さんの大変なところだなというふうに思っ

ています。 

 この地方創生に向けた総合戦略ということで、上げられておりましたけれども、

これについては、今年度予算計上というか、されている事業はどんなものがあるで

しょうか。 

〇議長（古越 弘君） 土屋企画財政課長。 

〇企画財政課長（土屋和明君） お答えをいたします。 

 町の総合戦略に位置づけた事業でございますが、計画期間が平成２７年、本年か

ら３１年までの５カ年ですので、既に先行型交付金において、総合戦略に反映した

事業として５つの事業を実施してきております。また、昨年１２月の国の補正予算

におきまして、地方創生過疎化交付金が閣議決定されたことに伴いまして、２月１５

日に任意事業を申請しているところです。 

 総合戦略に盛り込んでいる事業は、基本目標によって重複するものもございます

けれども、約１００事業、これはもう既に行ってきている事業の位置づけもしてあ

ることから、１００事業ございます。既に実施済みの事業で継続して行っていくも

のが３９事業、予算はつけてございませんけれども、実施している事業が１２事業、

先行型で実施した事業が４事業、上乗せ交付金で実施した事業が５事業、過疎化交
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付金で実施予定の事業が２事業で、地方創生に向けた取り組みとして、６６事業を

既に実施または実施する予定でございます。 

〇議長（古越 弘君） 市村千恵子議員。 

〇１２番（市村千恵子君） 本当に今お話を聞いていれば、この短期間の間にこれだけの

事業の計画というか、出して、それで国の方に出していくというのは、本当に大変

なことだったのだろうなというふうに今も思うところでありますけれども、こうい

う中で、実際、昨年度からやって、今年度も継続ということであります創業・就労

支援事業ですか、今年度も１００万円とか、それから就労支援補助金ということで、

１００万円が計上されておりますけれども、その点について、ちょっと説明をお願

いしたいと思います。 

〇議長（古越 弘君） 荻原産業経済課長。 

（産業経済課長 荻原春樹君 登壇） 

〇産業経済課長（荻原春樹君） それでは私の方からは創業支援、就労支援事業について、

ご説明をさせていただきます。 

 平成２７年度、地方創生に向けた事業をというようなことで、創業セミナーある

いは就労支援補助金ということで、予算計上をさせていただきました。 

 創業セミナーでは、国の地方創生関連というようなことで、東京の一極集中を解

消・分散するというようなことを目的としまして、今回のセミナー実施を完了した

ところであります。将来独立開業を考えている起業家ですとか、起業家の予備軍で

すとか、会社経営をしている若手経営者、創業３年以内の経営者を対象に実施をし

ました。ビジネスシーンにおける最新の各種手法や分析を行い、現代的な経営を行

っていくに当たり、必要なマーケティングの基本から会計事業計画づくりなどの基

礎的な知識を習得するプログラムでございまして、先週の３月５日の土曜日をもっ

て、完了をしてございます。 

 本年につきましても、こちらの事業実施をしていきたいということでございまし

て、創業セミナーにつきましては、全６回の基礎編を、全１０回に見直しをしまし

て、基礎編、応用編、各５回実施ということで計画をしてございます。町内での創

業、町民の雇用に繋がるものと、期待をしているところでございます。 

 続きまして、就労支援補助金でございます。こちらも厳しい雇用情勢、置かれて

いる求職者、就業機会の拡大を図るため、就職に繋がる資格を取得した者に対し、
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資格取得サポートの事業補助金を交付するということで、補助率経費の２分の１、

１件当たり上限１０万円の予算化をしてございます。合計１００万円の予算計上で

ございます。 

 こちらも有資格者が雇用条件の求人も多いことから、積極的にご活用いただけれ

ばというふうに考えているところでございます。 

〇議長（古越 弘君） 市村千恵子議員。 

〇１２番（市村千恵子君） 今、創業ですとか就労ですとか、本当にそういうところがし

っかりとできれば、町の経済基盤というものも非常に強くなっていくのかなという

ことで、ぜひ継続して続けていただきたいなというふうに思います。 

 そういう中で、本当に都市再生整備、そしてまた地方創生に向けた戦略というか

今回の補正でも新たなその補助金というのが出てきましたけれども、それがまだ確

定ではなく、一応予算計上はしたけれども、交付された段階でということでもあり

ました。それでまた町長の招集あいさつの中でも、その国の進める第三子への支援、

町は第二子から頑張っていきたいということで検討を始めるということでありま

したけれども、これも国が始めると言っても、まだそれに対する財政措置がない中

で、非常に不透明な中での２８年度予算という感じもするのですけれども、そうい

う点で、企画財政課長として、その財源確保は、本当に苦慮するところだとは思う

のですが、今年度招集あいさつの中でも一応地方財政においては、その交付金とか

地方税ですか、地方交付税ですか、とかは前年並み、例年並みぐらいの交付の感じ

ではあるとはおっしゃっていましたけれども、やっぱり財源確保というのは、どう

でしょうか、見通しといいますか。 

〇議長（古越 弘君） 土屋企画財政課長。 

〇企画財政課長（土屋和明君） お答えいたします。 

 財源確保という状況の中で、当初予算編成時に総合戦略を反映した事業として交

付金を見込んでいるものは、先ほど産業経済課長からもございましたけれども、創

業支援、それから就労支援、それからアフリカンアート、それから縄文アート展な

どの企画展の開催、それから公共交通ニーズ調査の４事業を計上させていただいて

おります。 

 当初予算編成時には、新型交付金の概要がまだ示されていない状況でございまし

たので、必要最小限の事業に予算をつけたと。新型交付金の対象とならなかった場
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合を想定しまして、創業支援と企画展の開催については、県の元気づくり支援金に

も、それから公共交通ニーズ調査については、過疎化交付金の対象として事業申請

をしてきているということで、重複して申請は上げてきて、財源獲得の努力はさせ

ていただいております。 

 本年１月から、１月に国から示されました新型交付金の内容が、地域再生法に基

づく地域再生計画に位置づけた事業が該当だということで、国が当初言っていた交

付金の内容とは、大きく異なってきておりまして、事業採択を受けるためにはハー

ドルはますます高くなっているという状況です。 

 ですから、町長の招集あいさつにもあったとおり、地方創生元年として位置づけ

て、人口増対策、それから産業経済の振興による地域活性化を図っていかなければ

ならないというスタンスで事業は考えております。 

 ３月５日の信毎の新聞にも掲載されておりますが、移住・定住対策として、新幹

線の定期代の補助、通学ですとか通勤、それから企業進出に向けた用地取得の補助

など、地方創生に向けて、できることであれば早い段階では２８年から事業の実施

を目指して現在制度の設計等を行っているところでございます。これら総合戦略に

掲げるいくつかの事業の実施による相乗効果を図り、人口増加、地域振興につなげ

ていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 市村千恵子議員。 

〇１２番（市村千恵子君） 今、財源確保についても最大限の努力を払って、２つのより

とれるようにというか、そういうような処置もきちっとされているというお話もご

ざいましたので、本当に２８年度、地方創生元年、そして長期振興計画の初年度で

あるこの大事な２８年度の予算執行が、しっかりとできるようにぜひお願いしたい

と思います。 

 続きまして２点目に入ります。 

 ２点目の「グリーンベルトの設置で歩行者の安全対策を」ということであります。

この間、本当に子どもたちを巻き込んだ、それから歩行者を巻き込んだ事故が絶え

ない中で、やはり歩道の設置というのが望まれているわけですけれども、なかなか

その狭い道路において立ち退きなどもしていただかないといけない中で、かなりの

費用がかかるということで、進んでいかないのがこの歩道設置じゃないかなという

ふうに思っているところです。この間の町の答弁の中でも、やはり全町道をすべて
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歩道を設置するのは、かなりの困難だというようなご答弁もありますので、そうい

う中でいかに狭いところでも安全に歩行者、通学路の安全を図るかということが非

常に大事なのかなというところで、ちょっと提案をさせていただきたいと思います。 

 このグリーンベルトということなのですけれども、歩道が設置されていない道路

の路側帯を緑色に着色して、車のドライバーに通学路であることを視覚的に認識さ

せ、車両の速度を抑制させるとともに、通行帯を明確にすることで、歩行者との接

触事故を防ぐことを目的としているわけです。 

 町もこの間、安心・安全のまちづくりに努められ、まちづくり交付金、そして今

回の都市再生整備事業などを活用して、道路の改良工事を進め、歩道の設置などが

進められてきました。しかしながら、先ほども言ったように、なかなか町内の町道、

特に県道にいたっては、本当になかなか進んでいかない中で、その歩道の設置が難

しいのが現状であります。 

 そうした中で、歩道が整備されていないところの道路に対して、こういったグリ

ーンベルトを色づけして、歩行者、通学路の安全をしっかりと推進しているところ

が今ございます。 

 近隣においても、佐久市、小諸市、東御市、上田市などでも通学路でありますけ

れども、実施されています。 

 以前に野元議員の方からもありました、雀ヶ谷から一里塚に抜ける歩道の設置と

いうことで、この件もそのときの課長の答弁では、今後その都市再生整備、やっぱ

りそういう要望がある中で、都市再生整備事業に組み込んでいくか、検討しますと

いうようなお話もありました。けれども、なかなかやはり道路一本広く拡幅という

のは、本当に立ち退きも必要になってきますので、難しい中で、すぐできる対策と

して、ぜひこういう道路など、それからやはり狭い塩野区もそうですし、本当に平

和台については、今どんどん拡幅というのが進められて、非常によかったなと思っ

ているわけですけれども、中にはやはり荒町ですとか児玉ですとか、町内狭いとこ

ろに道路については、できるだけこのグリーンベルトの設置をして、通学路の安全

確保を行っていただきたいなというふうに思うわけですが、その点、どのようにお

考えでしょうか。 

〇議長（古越 弘君） 大井建設水道課長。 

〇建設水道課長（大井政彦君） お答えいたします。 
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 グリーンベルトの設置については、道路構造令や改正道路交通法では義務づけら

れておりませんが、運転者に対しての道路の状況や通学路など交通の特性に注意を

促し、間接的に安全な交通方法を誘導する方策として、用地取得等が制約されて、

縁石などを用いた完全なる歩道を設置することが困難な場所において、比較的安価

で容易に設置できるということから、県道や市町村道などで近年設置されてきてお

ります。 

 ただし、歩行者に対しては、縁石やガードレール等の歩道と車道を分離する構造

物がないために、法定外表示等という括りの中のその道路交通法施行規則等に定め

られたものの以外の表示になりまして、法定の道路標識等による交通規制の効果を

明確にし、運転者に対して道路の状況、または交通特性に関する注意喚起を行うな

ど、交通の安全と円滑に資することを目的として、整備されてきた経過があります。 

 当町におきましても、清万区の中の清万３号線の３００ｍ区間、西軽井沢区の中

の大林５号線の５００ｍ区間、同じく西軽団地内１号線の２５０ｍ区間、栄町区の

中の栄町駅線の１５０ｍ区間が、路側帯だけではなくて、歩道帯、そっくり緑色等

で着色し、暫定的な歩道帯として町道の一部に設置してございます。 

 グリーンベルトを設置することで、運転者に対しては、道路幅員を狭く見せる効

果があるため、速度を抑制し、道路の中央寄りを走行することで、当該地区の交通

特性によっては、安全対策の一助に繋がるものと考えております。 

 グリーンベルトの設置が可能な道路は、車道と路肩が外側線側に寄って区画され

た路側帯が確保された道路でなければならなく、路側帯の幅員は道路交通法施行令

では７５㎝以上としていますが、道路状況によっては、路側帯を５０㎝まで縮小す

ることができます。また、車両が安全かつ円滑な通行を確保する必要があるため、

外側線等もう一方の外側線の内幅を３ｍ以上に確保することが条件になります。 

 平成２８年度におきましては、通学路でもあり、かねてから地区の要望もいただ

いていることから、塩野地区の旧県道の塩野区内線と雀ヶ谷交差点から浅間サンラ

インまでの三ツ谷清万線の２カ所の設置を予定しているところでございます。現在、

グリーンベルトの設置につきましては、国庫補助金等の対象事業とはならないこと

から、これからも歩行者の安全確保としては、不十分なものではあるということを

前提に置きまして、歩道整備が困難な一方で、歩行者の安全確保を急ぐ必要がある

場合、必要がある箇所につきましては、町単独事業として財源を確保しながら、通
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学路等を優先的に整備できるように検討していきたいと考えております。よろしく

お願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 市村千恵子議員。 

〇１２番（市村千恵子君） とても前向きな検討で、ご答弁で、よかったと思います。 

 ぜひ、そうですね、いつでしたか、小井土議員がおっしゃっていたときには、２４

年の３月議会だったと思います。南小においては歩道がない部分が６．１㎞、そし

て北小においては歩道がない部分というのが７．４㎞ということでありました。 

 その後、先ほど言ったように、道路整備が進んで、かなり歩道も設置されてきて

いるので、大分これは少なくなってはいるのではないかなと思いますが、まだまだ

あるという中で、そういう要望があるというところで、今年度２路線が実施される

ということは、非常に良かったかなと。引き続き、歩道のない道路のグリーンベル

ト化というのも進めて行っていただけたらなというふうに思います。終わります。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、通告４番、市村千恵子議員の通告のすべてを終了します。 

 この際、暫時休憩します。 

（午後 ３時０９分） 

（休  憩） 

（午後 ３時２１分） 

〇議長（古越 弘君） 休憩前に引き続き、本会議を再開します。 

 

〇議長（古越 弘君） 通告５番、井田理恵議員の質問を許可します。 

 井田理恵議員。 

（２番 井田理恵君 登壇） 

〇２番（井田理恵君） 通告５番、議席番号２番、井田理恵です。 

 本日は私は３件の質問を上げさせていただきました。 

 まず１件目でございますが、平成２８年度当初予算についてということで、発言

の要旨を朗読させていただきますと同時に、少しつけ加えさせていただきます。 

 昨年選挙で３期目の当選を果たされました茂木町長、当然、当初予算は骨格予算

となり、一般会計５７億３，９９６万円でした。その後補正が組まれ、決算の歳出

として６２億８，７７６万円となりました。本年度はそしてそれをまた積極予算と

して、７４億４，９４４万円、２９．８％の大型予算となりました。 
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 ２７年は地方創生の年度の始まりとなり、総合戦略その他がありまして、各課担

当課には、本当にご苦労なされたと敬意を表する次第でございます。 

 また、第５次長期振興計画なども重なり、大変に作業量、仕事量の多かったこと

は語るに安くないと思います。本当にご苦労さまでございます。 

 そして今度の２８年度予算でございますが、当然、肉づけ的な町長の姿勢、政策

を実現すると本当にその実行の年となったということで、本当にいろいろなことが

要素が相まって、期待も大きく、町民の皆さまも期待が大きいところと思います。 

 先ほど来から、最初に質問発言されました池田健一郎議員や池田るみさん、そし

てすべての発言されました質問発言されました同僚議員の方と重なるところが大

変当初予算ということでありますけれども、重複することがあると思いますけれど

も、またそれは概略で結構でございます。省略していただいて、結構でございます

ので、お答えを願います。当初予算ということでお願いいたします。 

 骨子と柱とする主要事業ということで、これも大分お話をされておりますけれど

も、そんな中で、私はちょっと違う視点を述べさせていただきたく、お話をさせて

いただきます。骨子と主要事業ということで、もう一度確認になりますけれども、

お願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 土屋企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇） 

〇企画財政課長（土屋和明君） お答えをいたします。 

 井田議員のおっしゃられるとおり、２８年度の予算ということになりますと、ほ

かの議員の皆さんからもいくつも質問されているところで、重複するところも出て

まいりますけれども、２８年度につきまして、２８年度は第５次御代田町長期振興

計画の初年度でございまして、それから地方創生への取り組みを本格的に進めてい

く重要な年となると。 

 こうしたことから、これまで取り組んできました事業の成果を生かし、第５次長

期振興計画及び、御代田町総合戦略に掲げる事業について、確実に実施をすること

としてございます。ご存じのように、長期計画の超長期目標、前計画、それから前々

計画と同様に、２万人都市構想の実現に向けて今まで実施してきた事業を継続、充

実する中で、着実に歩みを進めるとともに、地方創生に向けた新たな事業を積極的

に展開することを骨子としております。 
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 ２８年度の主要事業でございますが、役場建設事業費で１８億円余、それから新

クリーンセンター整備費負担金といたしまして、７，９００万円余、計上するとと

もに、地元からの要望等による周辺整備として、大星線支線の舗装修繕工事に５００

万円などを計上してきてございます。ここも重複するところですけれども、第２期

都市再生整備計画事業については、東原児童館１億５，０００万円余、町道南浦３

号線、これは役場が移転する北側の道路でございます。それから上ノ林児玉線、塩

野御代田停車場線などの道路改良工事における用地購入費、補償料など、９，３００

万円余を計上してございます。 

 地方創生に向けた事業ですけれども、総合戦略の４つの基本目標の実現に向けた

施策を展開いたします。 

 ４つの基本目標でございますが、「個性ある産業振興と安定した雇用を創出する」。

２つ目といたしまして、「新しいひとの流れの創出とふるさとへの想いを高める」。

３つ目といたしまして、「若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる」。４番

目といたしまして、「人と自然が共生し、安心で快適なまちをつくる」。 

 当初予算に計上いたしました総合支援事業１００万円、それから、就労支援事業

１００万円や企画展事業の２００万円のほか既に実施している関連事業、それから、

長野県東京事務所への職員派遣を始めとする企業誘致の推進や空き家バンク事業

など、できるものから積極的に実施してまいりたいと、こういったことでございま

す。 

〇議長（古越 弘君） 井田理恵議員。 

〇２番（井田理恵君） ご説明ありがとうございます。 

 復習のようになってまいりましたけれども、こういうことをまた大事なことです

ので、確認、たまたま重複しましたけれども、確認すると同時に、私も今申し上げ

たように、少し違う視点で質問をさせていただきたいと、気づいたことで、細かい

かもしれませんけれども、質問させていただきます。 

 まず、３月５日の新聞の、ほかの議員からも質問がありましたけれども、茂木町

長の町内移住者を対象にということが副題に出ていまして、新幹線定期代補助を検

討ということで、たしか佐久穂町の隣に細かい会計予算とは別に、検討ということ

で、こちらが新聞報道されました。私どもの町長の招集あいさつの中でも、全く違

ったことは話されていませんし、このとおりのことがお話されていました。 
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 ただ、その中で、前段の議員の発言もありましたけれども、素朴にその補助金最

高１億円、それから定期代、本当にすばらしい事業だと思いますけれども、この予

算の裏付けというか、やはり少しこれとこの今回上がってきた予算案が少し整合性

が見られない。やはり夢を語っているというか、夢ではないかもしれませんけれど

も、飯山市でつい最近は、その事例が発表されました。飯山市も人口がもう市とい

いながら、やはり２万人を切っている市でございます。そんな中で、定期券の補助

をするということで、あそこは北陸新幹線が停まるということで、いろいろなこと

でそこに踏み切ったという、具体的な数字も出ていましたけれども、そういうこと

で御代田町は今度その近隣の駐車場に対する補助、そういうことも検討していると。 

 この新聞を読んだ方から、私もこれ、こういうのって財源というか、それはどう

するのかと、印象的には不安な声が出てきました。私、この今回の質問で、これを

別に言うつもりはなかったのですけれども、やはりどんどん時が過ぎていき、昨日

今日のことでも気になったこと、そして今回の補正予算に対して、ほかの方がもう

いろいろ聞きたいことも質問してくれた部分もありましたので、ちょっとその辺は

あくまでもこれは検討ということだということでありましたけれども、まずそのこ

とが少し心配という声をお伝えしておきます。 

 そして、それともう１点ですけれども、企業誘致、最高１億円という、これは数

字で出ていますね。そのときに、私は実はとてもいいことだと思います。本当にす

ばらしい企業をどんどん積極的に、今までそういった地方創生に関するようなこと、

まちづくり、お金を生み出すということに対して、非常に慎重だった我が町が、と

ても積極的な案を出しているというので、私は決してこれを否定するものではあり

ません。ただ、少し気がついたことというか、あるのですけれども、その部分につ

きまして、このご発言があったということで、当初予算の中で誤解を生まないよう

に、少し気づいたことをお話しさせていただきたいのですけれども。 

 工場誘致、今本当にいろいろな町の議会の中で大変積極的なお声を町の方から聞

かせていただいております。そんな中、その補助金に対して、今、ここも昨日今日

始まったことではないのですけれども、地方に工場を進出した企業が、補助金を返

せというような、返還が求められるケースが実は、ご存じかと思いますけれども、

割とあるということです。 

 もうご存じかと思いますけれども、一応お話ししておきたいのですけれども、大
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赤字の電気メーカーの立地などにより、何年も経たぬうちに工場を縮小して撤退す

る事態、その辺は全国的にあります。今企業誘致、企業誘致といっている昨今です

ので、少し気がついたので、申し上げさせていただきますけれども、少し前では大

きなところではパナソニックの兵庫県の例があります。県が当初規定した経済効果

に見合わないと、一部の返還を求め、結果、返還されましたが、２年から６年とい

う短期間で、期間の明文規定というのが条例の中になかったのですね。最低１０年

以上と、その後条例を改正されたということです。 

 注意していただきたいなということで、私もこういうことを引っ張ってきたので

すけれども、訴訟に発展した当県の中では、伊那市があります。ＮＥＣが１００％

子会社のケースがあります。やはり伊那市も１．６億円を出しました。しかし、県

の方は３，９１８万円、各条例に最低限の操業期間というのを設けていないところ

が意外と多くて、そしてその規定がなしということで、結果的には１．６億円のう

ち、本当に短い期間でしたけれども１，０００万円市の方には返されたそうです。

ちょっと伊那市の議員で知り合いの人がいまして、そういう話も直接お聞きしまし

た。 

 企業性善説というのですかね、これからの時代、ちょっとこの辺は特に慎重にし

ていかなければいけないなと思いまして、積極的な取り組みは大変結構でございま

すけれども、これは１つの、特に、逆にこういうところは飛びつくようなことでは、

今までの私たちは本当に強固な石橋を叩いて渡るような町でございますから、その

辺は大丈夫だとは思いますけれども、しっかりと見極めて条例を整備、またそうい

う必要もこれからは必要になってくるのではないかと思いますけれども、いかがで

しょうか。 

〇議長（古越 弘君） 土屋企画財政課長。 

〇企画財政課長（土屋和明君） お答えいたします。 

 現在、制度を設計している段階でございますから、明確な回答にはならないので

すけれども、当然のことながら、町が企業を誘致する状況におきまして、やはりそ

の町の身の丈に合った補助ということは当然のことだと思うのです。 

 理事者会でも協議をしてきたところでございますけれども、お隣の佐久市は、５

億円という上限が設けられているわけでして、どこも多分２分の１以内の上限額と

いう決め方をしていると思うのですけれども、私どもの方で制度設計として考えて
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いるのは、工場用地の取得費用の２分の１を上限として、上限額が１億円となる、

２億円の用地を取得された場合に、１億円の補助を出そうじゃないかと。そういっ

たケースというのが、ちょくちょくあればいいですけれども、何年、あるいは何十

年に一遍の事業で企業に来てもらえるということであって、するとするならば、応

分の負担をしても将来的にはペイしてくるのではないかというふうに考えての制

度設計になってきていると思います。なおかつ、今、井田議員の方からおっしゃら

れたように、最低操業期間を１０年以上操業するとか、そういった条件はあらかじ

めその中に謳い込むべきであろうということでご指摘をいただきましたが、私ども

の方としてもそれは検討しているところでございます。 

 以上でございます。 

〇議長（古越 弘君） 井田理恵議員。 

〇２番（井田理恵君） 前向きな条例について、御代田町は御代田町、工業振興条例とい

うのがありまして、私も見せていただきますけれども、本当に今こうやって前向き

な、前向きというか、時代に合ったまた条例改正というのを粛々と進めていただけ

れば、ありがたいと思います。 

 そんなことで、少しこの１億円ということがありましたので、そういったことを

指摘、ちょっと提案というか、質問させていただきました。 

 つけ加えさせていただきますと、三重県知事の北川先生、一度お会いしたことが

あるのですけれども、やはり亀山工場、大分いろいろな痛い思いをしたということ

を２年ほど前にたまたま聞いたのを思い出して、いかにすばらしい人であろうとも、

やはり見えない部分があるということは、そして、今、企画財政課長もおっしゃい

ましたけれども、あまり今度縛りが強すぎても来ていただけないというようなこと

もあります。ただ、やはり操業に対して、シチズンさんもそうでしたけれども、あ

そこは本当に仲良くやっていただいて、そこは残念だったと思いますけれども、そ

ういう意味で、これからは慎重に、かつ大胆にやっていただいて、そして条例の成

文化などをしていただければありがたいなと思います。 

 次に、前年、過年と比較し、予算編成プロセスで苦慮した事柄や、要因と財政傾

向はということで、何かちょっとまた理屈っぽいのですけれども、当然今、今年は

特にいろいろなファクターというか、要因が絡まっておりますので、予算編成プロ

セスの中で、今年特にそういうことがありましたら、教えていただきたい。よろし
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くお願いします。 

〇議長（古越 弘君） 土屋企画財政課長。 

〇企画財政課長（土屋和明君） お答えをいたします。 

 緩やかな景気回復を受けまして、町税収入は増加しております。継続実施してお

ります社会資本整備総合交付金事業などの交付率が下がってきております。また、

地方創生過疎化交付金などの交付金の内容も不透明であるとともに、国の補正予算

等により、厳しいスケジュールであったりすることから、財源の確保、それから見

通しが非常に難しくなっているところが苦しい点でございます。 

 それと、近年、中学校建設や旧まちづくり交付金事業など大型事業を集中してき

たことによりまして、町債の借り入れが増加しました。そろそろ元金の償還が始ま

ってきておりまして、暫くは公債費が増加していきます。これにより、計上一般財

源が減少することから、その分だけ予算編成は厳しくなってきているというのが実

態であります。 

〇議長（古越 弘君） 井田理恵議員。 

〇２番（井田理恵君） ご説明いただきました。 

 これはもしかしたら、本当に愚問かもしれないのですけれども、お答えいただき

たいのですが、このように町債が役場庁舎を中心に、大型事業に伴って財源は自主

財源も少しずつ増えていきますけれども、その辺がやはりだんだん町債もいろいろ

な大型のインフラに対してもこれから老朽化、改修などがある中、将来世代に負担

を公平にするというのが本当に私は正論だと思います。 

 ただ、そんな中、これ、すみません、愚問かもしれないですが、素朴に聞きたい

のですが、来年度も庁舎１７億円ほどが繰り入れする見込みですか、ちょっとまた

繰り入れ、大型事業があるということで、そういう中で、危機はもちろんでござい

ますけれども、これは公債というのは今金利が低い中、少し繰り入れ、何年か前に

ちょっと今確認して聞いた話でもそうなのですけれども、何年か前に繰り上げ返済

というか、償還の早期償還というか、繰り上げ返済、家のローンでいうと、そうい

うものをされたと思うのですけれども、今はもうあまりそういうことをしても、影

響がないのでしょうか。教えていただきたいですけど。 

〇議長（古越 弘君） 土屋企画財政課長。 

〇企画財政課長（土屋和明君） お答えをいたします。 
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 数年前に繰上償還ということを実施しました。これは、政府融資やそういったと

ころの中で、当時の金利として今日的な金利よりも高い状況での借り入れを行って

いるケースで、相当繰上償還をするとペナルティのお金がかかったりする状況も実

はあったわけですけれども、そのペナルティなしで返せるような状況の条件整備が

できまして、そこで割合借り入れ利息の高いものについては、繰上償還をいたして

きております。 

 現在のところ、現行の金利と大きく隔たりのある高い金利の起債はございません

ので、現在のところ、繰上償還がよりよい道だという状況にはなりません。毎年毎

年、返済をしていく中で、何度も申し上げておりますけれども、国の交付税措置が

される７割なりが償還元金だとかそういったところに経常経費という状況の中で

金額として計上、載せられるその７割については、国から交付金で来ると、交付税

で来るというものでございますので、先ほどもちょっと説明したのですけれども、

額面がすべて町の財政から全部出さなくても、毎年毎年の交付税で措置をされてく

るということで、約６０億円の借金のうち、６９億円の借金のうち、２８年度末で

先ほどの新聞報道でも６９億円余の公債残高が残ると申し上げましたけれども、今

年、借り入れを、２８年度で借り入れを起こす一般対策債、役場の関係の役場庁舎

整備の関係については、交付税措置はないのですけれども、それ以外の６０億円ぐ

らいのものについては、何かしらの交付税措置がある。 

 ですから、先ほども申し上げたように、７０％、０が７０％ではないものですか

ら、大雑把に言って、６０％だとすると、６０億円の４割、２４億円ぐらいが町が

最終的に返済をしなければいけないお金になってきますので、まだ貯金の方が大分

多くあるというふうに理解をいただいていいのかと思います。 

〇議長（古越 弘君） 井田理恵議員。 

〇２番（井田理恵君） すみません、財政の仕組みの確認みたいなことになりましたけれ

ども、あまり返すとまたそれはそれでもしかして交付税とかいろいろなものがまた

下りてこないような関連性も私も感じますので、今健全財政を守っているというこ

とでございますので、その辺は、ただ、将来の世代に対してのまた負担が、より多

くならないような、いろいろな財政措置をとっていただきたいと思います。 

 それで、今のその予算編成プロセスという話にちょっと戻りたいのですけれども、

予算編成というのは、やはり御代田町財政規則ですか、そこを引っ張ってみますと、
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ここでは今お答えいただいている企画財政課の担当の土屋課長が基本的には予算

編成の方針を立て、そしてそれを各課に、今年は、それは去年の１２月、市村議員

の質問の中にも、町長がお答えになりましたけれども、そういったことに対して、

それを町長が理事者査定をして、議会でそれを確認するということの流れだと思う

のですけれども、その中で、予算編成に対する、それ公開制というのですかね、そ

ういうものについては、特に当町はないのでしょうか。 

 公開制というか、予算編成についてということで、町長が予算編成に対してのプ

ロセスについてそういう公開制というか、そういうことは、私ちょっと、あまり見

ていないのですけれども、お聞きしたいのでございますけれども。 

〇議長（古越 弘君） 土屋企画財政課長。 

〇企画財政課長（土屋和明君） もともと担当課長であるその企画財政課で、課長が起案

はする。起案は実際には財政担当補佐の方で起案をさせるのですけれども、予算編

成方針ですとか、執行方針というのは、事務方でつくるのはつくるのですが、これ

を最終的に決めるのは町長でございますので、この作成までのプロセスは、担当の

補佐と私でやって、それを、「じゃ、これでいいだろう」ということで、事務局で

つくったものを副町長、町長に決裁として回して、その決裁をもらったうえで、こ

れを予算編成方針案という形にして、各職員に流すわけです。 

 同じように４月には、今度は予算をこの議会でお認めいただいたうえで、予算を

配当するときに、予算執行方針というものも同じ事務レベルでつくり上げたものを

決裁を受けて、各課へ周知するということですから、予算編成方針もそれから執行

方針も、全く秘密のものではありませんので、決裁をえたうえで、周知した段階か

らこれは独り歩きもしていく状況のものだというふうに理解はしております。 

〇議長（古越 弘君） 井田理恵議員。 

〇２番（井田理恵君） 私が今、なぜこういった質問をしたかと申しますと、やはり町長

の招集あいさつの中で、当初予算というのは非常に大事なことです。その項目につ

いて、きっちりとまたこの書面に出していただいております。 

 ただ、そんな中で、やはり一首長として、この町の２８年度当初予算の予算方針

はこうだと、そういったようなことをやはり言葉としてその基本方針というか、そ

してそれもまた、国の動向をやはりよく踏まえて、その流れの中で町の今ごろ出て

きます交付金が出て、交付金、なかなか事業ができない、いろいろな、必ず県・国
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との経済等動いているわけでございますので、そういった流れを一般の人たちにも

わかるように、今年、毎年、国の動向というのもまた違いますので、そういったこ

とを少し予算編成方針という形で、町長には出していただきたいと思うのですけれ

ども。 

 それはこの施政方針とか、招集あいさつに含まれているから、いいかと言われれ

ばそれまででございますが、わかりやすいというか、これからの時代はそういうこ

とが大事だなと、私は思います。 

 わが国の経済は、景気の好循環が拡大に向けて景気の回復が非常にアベノミクス

によって継続して推進されておりますけれども、雇用やそういうところの環境がま

た改善傾向にあります。だけれども、原油の価格の下落、このこともプラスに生じ

て緩やかな回復傾向にありますけれども、例えばうちの町ではどうかとか、そうい

ったことも今たまたまこんな例ですけれども、少しそういったことで今自分の町と

の関連性、ここは特に製造業がありますけれども、強力な製造業の会社に支えられ

ていますので、そういったことをやっぱりアピールする、そしてその言葉に、文言

に出すということもぜひやっていただきたいなと思いまして、こういったことをち

ょっとつけ加えさせていただきました。いかがでしょうか。 

〇議長（古越 弘君） 茂木町長。 

（町長 茂木祐司君 登壇） 

〇町長（茂木祐司君） 予算編成方針については、先ほど企画財政課長の説明したとおり、

各課に対しまして、予算をどのようにつくっていくのかということの考え方、基本

的な考え方として示して、それを各課がその方針に基づいてこの新年度予算という

ものをつくり上げていくわけです。 

 ですから、今話がありましたように、予算編成方針あるいはその執行方針につい

ては、秘密のものでもありませんので、お示しすることもできますけれども、実際

には出来上がった予算案というものがそれを方針を具現化したものですので、予算

案で見ていただくのが一番具体的で明瞭かなと思いますけれども。もしそういう方

針について示してほしいということであれば、それはやぶさかでもありませんので、

言っていただければというふうに思います。 

 以上です。 

〇議長（古越 弘君） 井田理恵議員。 
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〇２番（井田理恵君） 町をＰＲ、アピールというと、言葉がとても軽いのですけれども、

やはり御代田町の存在感をこれからどんどん出していくという中で、やはりぜひそ

ういっただれにでもわかりやすいこと、そういう文言というのですか、やっぱりそ

ういったことは、数字とは別に何かやはり、ほかの市町村は結構出ていますよ、そ

ういうの。ですので、お願いしたいと思います。必要あらばということでしたので、

ここにとどめておきますけれども。 

 本当に地方創生の総合戦略から反映されたものはということで、今前の答弁の中

にもありました１００事業、そしてその中で６６ですか、多くの事業が絡み合って、

そして創業支援、就業支援ということに力を入れるということでございました。 

 ちょっと質問なのですけれども、細かくて申しわけないのですが、創業セミナー

を展開されているということですけれども、その先というのは、どのような感じに

なるのか、ちょっと教えていただきたいです。 

〇議長（古越 弘君） 荻原産業経済課長。 

（産業経済課長 荻原春樹君 登壇） 

〇産業経済課長（荻原春樹君） お答えいたします。 

 現在、創業セミナーということで、２７年度、２８年度ということで、事業実施

をしようということで、予算計上をさせていただいております。こちらにつきまし

ては、暫くの間、同様の形で事業を実施させていただきまして、その効果等を検証

したうえで、更に展開できればというようなことで、今後についてはそれぞれ現状

を踏まえた中で、検討していきたいというふうに考えているところです。よろしく

お願いします。 

〇議長（古越 弘君） 井田理恵議員。 

〇２番（井田理恵君） それで、もう２７年度は創業セミナー、開催、６回ほど開催され

て、その今先というのですけれども、今そのいろいろ終わってみたところの途中経

過というのは、どんな感じになっているのでしょうか。 

〇議長（古越 弘君） 荻原産業経済課長。 

〇産業経済課長（荻原春樹君） 本年度につきましては、先週の３月５日の土曜日で、全

６回の工程が終了したところでございます。全体で１６名の方に受講していただけ

たということで、受講内容も、受講していただいた方々には、先生の話が非常に好

評であったということで、報告を受けてございます。２８年度につきましても、同
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様の先生で１０回の講演といいますか、セミナーを実施したいということで、２８

年度の事業については、そのような計画で現在いるところでございます。よろしく

お願いします。 

〇議長（古越 弘君） 井田理恵議員、質問中でありますが、会議規則第９条第２項の規

定により、本日の会議時間は、議事の都合であらかじめこれを延長します。 

 井田理恵議員。 

〇２番（井田理恵君） 創業セミナーや就労支援、就労支援というのは、もう本当にマネ

ーで、お金で、もうわかりやすいのですけれども、創業セミナーというのは、本当

にこれから創業して、本当に生産力を上げていく方たちに、更に生産力を上げてい

く方たちを育てて、ゼロから上げていこうというような志を感じますので、ぜひそ

こを育てていただいて、御代田町に若い世代の創業者が増えることを私はとっても

願って、皆さん願っていると思うのですけれども、形になるように本当に荻原課長

の優しさで、優しさと突っ込みをできるキャラクターですので、ぜひお願いしたい

と思います。 

 そんなことで、いろいろな少しソフト的な事業というのは、なかなか結果が一生

懸命頑張っても、結果に出づらいようなところもありますけれども、やはりこれを

もうそれこそＰＤＣＡサイクルではありませんけれども、結果を出すということを

目標に、本当にご苦労ですけれども、頑張っていただきたいなと思います。 

 地方創生の総合戦略というのは、ＮＰＯに対する予算も出ていますけれども、こ

れは国から下りることがはっきりしないということですけれども、本当にそこを見

越して、いろいろ計画を立てるのは私はとてもいいことだと思いますので、みんな

で妄想しながら、やっていくのも、夢のあるまちづくりじゃないかなと思います。 

 すみません、いろいろ本当はもっと聞くこともありましたが、皆さんに聞いてい

ただいたこととダブりますので、ちょっとこの要旨とずれてしまったかもしれませ

んけれども、ご勘弁をいただきたいと思います。 

 次に行きます。行方不明者捜索と徘徊者見守りへの有機的支援策はということで、

朗読させていただきます。 

 ２月１３日に不明となった向原区８０代の独居高齢者の捜索は、通報届け出から

３日間行われました。消防・町・町内全消防団総出動、地元区協力態勢はとても強

固でございました。しかしながらいまだ発見に至らず、悔しくむなしい思いが強い
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ところでございます。 

 今後も更に起こりうるこうした事象を、ソフト・ハード面で検証し、補完的可能

事項を見出す必要ありと考えます。ＧＰＳ機械機器使用の勧奨や防災無線、ＳＯＳ

ネットワークの働きはということで、質問上程させていただきましたが、経過説明

を簡単に、これもちょっと簡単にお願いしたいと思います。 

〇議長（古越 弘君） 土屋消防課長。 

（消防課長 土屋 寛君 登壇） 

〇消防課長（土屋 寛君） それでは、ご質問にお答えいたします。 

 消防課からは、２月１４日日曜日から２月１６日の火曜日までの捜索活動につき

まして、ご説明申し上げます。 

 ２月１４日日曜日、１２時４０分に佐久警察署から行方不明者情報の防災無線に

よる放送の要請がありました。１２時４８分に全町放送を実施したところでござい

ます。なお、当初におきましては、隣接する軽井沢、佐久、小諸の消防署に情報提

供、そして協力依頼をしたところでございます。 

 １４時４８分にご家族の方から消防団の捜索活動依頼がありまして、直ちに町長

に報告し、町長から御代田町消防団、伍賀地区、そして御代田地区の出動命令を受

けたところでございます。 

 これにつきましては、連絡網によりまして、正副団長、各分団長へ現地捜索本部

は向原公民館とする旨、分団長は向原公民館へ集合という連絡をしたところでござ

います。顔写真、そして捜査資料等を配布しまして、１５時５０分から消防団員、

関係機関、地元区民の皆さんを含めまして、１４７名態勢で捜索を開始し、１７時

３０分まで実施しました。 

 車両の隊にありましては、軽井沢町、追分地籍とか、少し離れたところまで捜索

させたところでございます。また、町内の各タクシー会社へも情報提供ということ

で依頼はしております。 

 各捜索隊とも、有力な情報、手がかりを得ることはできませんでした。 

 翌１５日、月曜日になりますけれども、捜索活動は御代田町消防団、全分団が出

動し、朝６時から開始するということに決定しました。 

 ちなみに、土曜、日曜につきましては、少し雨が降ったということで、御代田消

防署の参考なのですけれども、前日より雨量は１８ｍｍを記録しております。 
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 ２月１５日月曜日、朝６時から２３３名態勢で捜索活動の範囲を広げ、開始しま

した。個人のお宅の車庫、物置、あるいはブルーシート等の下など、１８時近くま

で捜索しましたが、発見には至らず、捜索活動を翌１６日火曜日の１２時まで延長

することを決定しました。 

 各分団長には、できるだけの捜索する団員を確保するようにということで、指示

を出しております。 

 ちなみに、２月１５日ですけれども、１５時現在、外気温がマイナス２．７度、

風速にあっては６ｍということで、体感温度はかなり寒く、冷たく感じた状態でし

た。 

 ２月１６日火曜日、朝６時から、１８４名態勢で１２時までという限られた時間

の中でございますけれども、捜索活動を実施し、向原地区内をはじめ再度細かく捜

索しましたが、行方不明者を発見することはできませんでした。 

 町長、そして消防団長がご家族に対しまして、これまでの捜索経過を報告しまし

て、今後は車両等による捜索を続ける方針を説明して、ご家族の了承をいただき、

２月１６日火曜日、正午をもって捜索打ち切りとなりました。 

 なお、現在も車両によるパトロール等は継続して実施しておりますが、有力な情

報、手がかりは得られておりません。 

 ２月１４日から２月１６日まで、延べ出動人数５６４名による捜索活動を実施し

たところでございます。 

 なお、地元向原区民の方、そして関係者の皆さまにつきましては、朝早くから大

変お世話になりました。この場をお借りして、お礼を申し上げたいと思います。 

 以上です。 

〇議長（古越 弘君） 井田理恵議員。 

〇２番（井田理恵君） 今、消防課長より説明を受けましたことからも、いかに１名の方

の行方不明者が出て地元向原区の方々、もとよりたくさんの人たちが懸命に捜索活

動、またそれを支える作業に当たってきた方々は、いかにいたかということが伝わ

ります。 

 本当に、まずは連日ご労苦に対してご苦労さま、私も敬意を表したいと思います。

本当にありがとうございました。 

 私たち議員も、ほんの半日ですが、歩いて回らせていただき、事の重大さを本当
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に実感いたしました。 

 現在に至る、こういった結果を踏まえて、今後やはり、今も継続中でございます

けれども、高齢化が進む中、国の方としても、２０２５年には国の統計によりまし

て、厚生労働省の統計にもよりますと、６５歳以上の５人に１人、７００万人の人

が認知症ということであります。軽度も含めます。これは予測もされています。自

然の老化による物忘れや、その他の弊害による事故なども、昨今の世情となって、

いろいろな事故も多発しているという中、やはり地域の温かい思いやりの見守りや

雰囲気づくり、それからそれの周知の強化など、ソフト面の態勢づくりというのは、

ＳＯＳ、こちらにも出しましたけれども、この町で３年ですか、社協に委託されて、

社協とＳＯＳネットワーク、私も毎年参加させていただいていますけど、少しやは

りやり方、やり方というか、少し検証する、徘徊のちょっと模擬訓練に終わってし

まっているのではないかということも踏まえながら、でも、認知症の方に対したり、

そういう心配のある高齢者に対して、自然な形で町が全体で見守っていくという空

気や、そういう認知症のその認知度というのを上げていくためにも、やはりこうい

った活動というのは、継続してやっていくべきではないかと思いますけれども、そ

ういったソフト事業、そういうことに対しての、もちろん、ベースが必要なのです

けれども、今回のことにつきましては、特に私が今、ここで上げさせていただいた

のは、仕方のない、やっぱりご家族のいろいろな事情や情報の少しタイムラグがあ

って、仕方がないことというのはもうそれぞれ当然ながら出てくるのですね。その

中でやはり高齢者の方の場合は、残念ながら、ここではっきり申し上げますけれど

も、最悪な状態で発見されることも多いです。 

 私もこちらに嫁いでまいりましてから、家業で舅の代よりも現在そうした検視や

懸案を身近にたくさん見てまいりました。それでも発見に至れば、ご家族のもとに

返してあげられるのです。捜索に労した方々も、やはりそれは無念の思いがありま

すけれども、胸が収まるという場を見つけられる、そういった結果に、とりあえず

終わるのですけれども、今までこのように発見に至らなかった高齢者の行方不明者

の事案というのはあるのでしょうか。 

〇議長（古越 弘君） 土屋消防課長。 

〇消防課長（土屋 寛君） お答えいたします。 

 今までの過去の経過から見まして、行方不明者がちょっと最終的にまで行方不明
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のままという事案は、何件かございます。 

〇議長（古越 弘君） 井田理恵議員。 

〇２番（井田理恵君） ゼロではないとは思います。確かに。でも、割とこの町は皆さん

でこういった堅い態勢で、見つけられる、協力態勢ができているので、どちらかと

いうと、非常に発見に至るということが私が聞いているところでは多いです。 

 ですので、そんな中でこのようなことを踏まえて、各区更に、また今も前段でも

申し上げましたけれども、可能性、いろいろな可能性がこれから少し出てきますの

で、そんな中で、ちょっと声として、各区長に速やかに情報が、もう皆さんパニく

っているので、近くのこちらの御代田地区だけだとか、例えばそういうところに情

報の少しぶれが、ずれがあったのか、そういうこともちょっと感じている方々がい

て、各区長に、全区長に速やかに情報をという声が聞かれました。 

 それから、防災無線の中で、消防団の鐘を放送しながら、鐘を鳴らしながら放送

してもらいたい。そういったことはやっておられるのか、ちょっとそういう少し発

見の時間が長くなりそうな場合なんかは、どうなのでしょうか。そういうこととい

うのは。これも一応、お声としてあったことなのです。 

 ま、いいです。一応そういうお声があったことをお伝えして、もし検討ができる

ならば、たくさん消防団の方も出ていますので、その方々がお仕事を休みながらも、

いろいろ苦労されていると思いますけれども、そういったことに対しての、それを

否定するわけではないのですけれども、全く、ぜひその苦労が報われるように、何

かまた少しそれぞれで検証されると思いますけれども、こういったことも一応お声

がありましたので、お伝えしたいと思います。 

〇議長（古越 弘君） 尾台総務課長。 

（総務課長 尾台清注君 登壇） 

〇総務課長（尾台清注君） いただいておりました要旨の中に、そういう細かい部分が私

把握してございませんでしたので、お答えできる範囲で、お話をさせていただきま

す。 

 各区長さんの方に、速やかに情報をという部分については、おそらく社協の方で

持っているネットワークを駆使すると、できたかなというふうには思っております。 

 ですが、私の方で区長会の方を仰せつかっておりますと、区長会でも出てくる中

では、なかなか厳しい話は、えてしてそういう人たちは、区に入っていただいてい
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ないという問題も現実としてあります。今回も大分向原の区長さんは苦慮されたの

ではないかなというふうに思っております。 

 また、防災無線の関係につきましては、鐘を鳴らしてというか、ちょっとその辺

のところは防災無線の中ではその鐘を鳴らしながら放送するというようなことは、

できるような仕組みではないのですけれど……。 

〇２番（井田理恵君） 消防車の。 

〇総務課長（尾台清注君） 消防車ですか、はい、ちなみに、今回防災無線を使っていた

だいた中で、若干そのくだりがありましたので、せっかくですのでお話しさせてい

ただきますと、今回、行方不明の捜索に関することとして、９回防災無線を放送さ

せていただいております。 

 この中で情報提供を求めたところですけれども、今の防災行政無線につきまして

は、各地区でも放送することができますので、地区遠隔による向原地区で放送を行

っていただいておりましたので、９回のうち、６回は、向原で放送していただきま

した。残りの３回が、全町放送ということで、町中に流させていただいてございま

す。 

 防災行政無線については、屋外の放送設備でありますので、室内の中にいると、

聞き取りにくいというご指摘は従前よりいただいております。また、今回も放送も

風向きによっては、本当に聞こえない地域や、聞き取りにくい放送があったという

ことは把握してございます。 

 今回の捜索では、残念ながら発見に至りませんでしたけれども、防災無線がやは

り町民の皆さまの生命を守る１つの手段として、より有効に活躍ができるように努

めてまいりたいと思っております。 

 ちなみに、今、町からこちらの方から全町放送をかける内容については、災害に

関する緊急事態及び非常事態に関すること、地震に関すること、この場合震度４以

上の場合、あと、気象警報が発表された場合です。これについては、各種警報とな

ります。そして今回も行いました行方不明者の捜索に関すること。あと防犯に関す

ることの中で、特殊詐欺の防止などもございます。また、火災に関することとして、

消防団の出動要請なども行ってございます。若干毛色は変わりますけれども、町主

催のイベントの中止に関することも、使わせていただくようにしてございます。あ

と、その他必要と認められる事項については特例的に放送してまいります。 
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 もう１つ、今、区でできる放送については、災害防止その他区の公共的活動を支

援するための広報に必要な事項については、区の方で放送ができるということにな

っておりますので、区長さんにも積極的にご利用いただくようにはお話をさせてい

ただいております。また、４月、区長さんがかわったところで、区長会がありまし

て、そのときにいつも説明をさせていただいて、使い方をご説明しているというよ

うな状況もございます。以上です。 

〇議長（古越 弘君） 井田理恵議員。 

〇２番（井田理恵君） いずれにしましても、今ご説明いただきましたとおり、防災無線

も有効的にぜひ機能させていただけるように、またその周知の方法、防災無線、そ

れから消防の鐘、放送についても、緊急の場合は少し柔軟的にいろいろ検討してい

ただけると、皆さん、捜索した労苦が報われるのではないかと思います。仕方のな

いこと、不可抗力というのは必ずありますので、本当にそれは残念ではございます

けれども、ぜひ、よろしくお願いいたしたいと思います。 

 最後に、今、この中で、ＧＰＳという言葉を出しましたけれども、こういったこ

とは自治体によって、またそういう居所を検知する機械についての貸し出しなどが

あるらしいですけれども、いろいろ調べますと、佐久市なんかでも貸し出しがあり

ます。しかし、その中で、なかなかそれを持って、置いてきたり、いろいろなこと

がありますので、それが必ずしも市や自治体で補助金を出しても、それが有効的に

機能するとも限りません。ただ、こういった情報を知らない方も、高齢者の世代で

はいますので、なるべく包括支援センターまた保健の方で、福祉課の方でもいろい

ろ周知していただければ、ありがたいと思います。 

 それにあわせて、私、ちょっと調べまして、池田るみ議員とちょっと重なるので

すけれども、ＮＰＯ法人日本ハートフルサポートさんというところなのですけれど

も、そこでこのこういったステッカー、これ、その自治体によって違うのですけれ

ども、これ、いろいろ改良されて、すみません、議長にご確認いただいて出してい

ます。このＮＰＯの理事長ともいろいろお話をさせていただきました。 

 これ、警察に届けて、靴の粘着力というところでは非常に特許を出しているとこ

ろで、ほかの自治体でいろいろもう外れてしまっているようなものもたくさんある

そうです。その中で、今一番割と、長野県ではまだ採用されていないそうですけれ

ども、これがいろいろたくさんお話をさせていただいたのですけれども、こういっ
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た靴のここの後ろにでも、なかなか粘着力が強くて、とれないそうです。全国の自

治体や社会福祉協議会などにいろいろ使っている、コストを言います、もう時間が

ないので、これも今検討、お答えの中で池田議員のお答えの中でもたまたま同じだ

ったので、検討、随時検討するということですけれども、具体的にこういう、私が

今ちょっと一番有効なもので、強いものはどうかというので、いろいろ調べて、こ

れに行き当たりました。これ、１人１０足で１００人分の注文が多いらしいです。

１足３００円なのですね。これでも本当に安価でできます。これも登録、いろいろ

警察などでも非常にこれは評価されているそうです。 

 またちょっとお持ちしたいと思いますけれども、本当に少し、よく言う、小さな

投資で大きな効果を出せるようなことをこの町はやっぱりやっていかなければ、こ

の自治体の規模ではやっていかなければいけないと思いますので、ぜひご検討をお

願いしたいと思います。お答えは今池田議員の中で、古畑さんの方でもあれですの

で、また、それで急に私で今度やりますというのは、ちょっと、だれがやったとか、

そういう話ではないので、私、全然そういうの、こだわりませんので、何かが、い

いことが実現すればいいと思っていますので、よろしくお願いします。だから返答

は困るかもしれないし。 

 すみません、そういったことで、私、３番目の「Ｇ７交通大臣会合への当町の機

運は」はもう終わってしまいましたので、この３つはちょっとこの要旨を出したと

いうことで、また別の機会に出させていただきます。 

〇議長（古越 弘君） 井田理恵議員に申し上げます。 

 制限時間が近づいておりますので、まとめてください。 

〇２番（井田理恵君） ありがとうございました。すみません。やっぱり絶対、いつかは

こういうけが一回出るかなと思いましたけれども、出ました。 

 これで、私の一般質問を終わります。 

〇議長（古越 弘君） 今まとめてくださいという話だったのですけど、いいのですか。 

〇２番（井田理恵君） え、本当ですか。 

〇議長（古越 弘君） そう、だから最後にまとめてくださいという話ですから。 

〇２番（井田理恵君） タイムリミットじゃないですか。 

 いや、もう一般質問、終わりますと申し上げましたので、結構でございます。 

 ありがとうございました。 
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〇議長（古越 弘君） 以上で通告５番、井田理恵議員の通告のすべてを終了します。 

 以上をもちまして、一般通告質問のすべてを終了します。 

 明日は、休会とします。 

 本日は、これにて散会とします。 

 ご苦労さまでした。 

散 会 午後４時２０分 

 


